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　町では、４月から新たに「つみたて貯
ちょきん

筋
運動教室（はわい教室）」を開設。コロナ
禍での健康二次被害を防ぐため、ぜひご
参加ください。（関連記事は 34ページ）



200 号記念特集

旧羽合町、東郷町、泊村の２町１村の合併後、町の発展
とともに制作・発行してきた町の広報紙「広報ゆりは

ま」は、本号で創刊 200 号を迎えました。町民の皆さんと
ともに歩んできたこれまでの歴史を、「広報ゆりはま」の表
紙を紹介しながら振り返ります。

①第１号（平成 16年 10 月号）
　

記
念
す
べ
き
合
併
第
１
号
は
、

平
成
16
年
10
月
に
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
本
紙
に
は
、
当
時
の
湯
梨
浜

町
長
職
務
執
行
者
で
あ
る
井
上
正

直
さ
ん
（
旧
羽
合
町
長
）
が
、
東

郷
池
の
周
囲
に
位
置
す
る
旧
羽
合

町
、
東
郷
町
、
泊
村
の
２
町
１
村

が
合
併
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
町
名
の
由
来
に
つ
い

て
も
「『
湯
』
は
、
は
わ
い
・
東

郷
温
泉
、『
梨
』
は
、
二
十
世
紀

梨
を
、『
浜
』
は
、
羽
合
町
、
泊

村
の
海
岸
を
象
徴
し
て
い
ま
す
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
創
刊
第
１
号
の
表
紙
を

飾
っ
た
の
は
、
旧
東
郷
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
運
動
会

で
、
熱
い
騎
馬
戦
リ
レ
ー
を
展
開

し
た
当
時
東
郷
中
学
校
３
年
生
の

生
徒
た
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
本
表

紙
に
写
っ
て
い
る
林
将
樹
さ
ん

（
東
田
後
）、
前
田
裕
太
さ
ん
（
門

田
）、岡
本
宣
洋
さ
ん（
長
瀬
中
部
）

の
３
人
に
、
当
時
の
お
話
な
ど
を

伺
い
ま
し
た
。

※
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
は
一
部

加
工
し
て
い
ま
す
。

林　

第
１
号
の
表
紙
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
当
時
の
紙
面
は
実
家

に
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
し
い
町
名
を
決
め
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
学
校
で
行
わ
れ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

前
田　

合
併
に
よ
り
「
東
郷
町
」

が
な
く
な
る
こ
と
に
さ
み
し
さ
は

感
じ
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
地

元
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、前
向
き
に
捉
え
て
い
ま
し
た
。

岡
本　

広
報
ゆ
り
は
ま
内
の
「
ゆ

り
は
ま
キ
ッ
ズ
」
は
毎
月
楽
し
み

に
見
て
い
ま
す
。
知
り
合
い
の
近

況
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
紙
面
を
き
っ
か
け
に
連
絡
を

取
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

左から林さん、前田さん、岡本さん
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②第 58号（平成 21年７月号）
　

本
表
紙
は
「
第
１
回
ハ
ワ
イ
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
湯
梨
浜
大

会
」
に
参
加
し
た
選
手
の
ゴ
ー
ル

テ
ー
プ
を
切
る
瞬
間
を
と
ら
え
た

も
の
で
す
。

　

国
体
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
各
県

代
表
選
手
選
考
会
を
兼
ね
て
い

た
今
大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら

二
百
五
十
一
人
の
選
手
が
参
加
し

ま
し
た
。ま
た
当
日
は
、シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
小
原
工
選

手
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
選
手
の

家
族
や
町
民
な
ど
た
く
さ
ん
の
観

客
が
見
守
る
中
、
熱
い
レ
ー
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
４
月
に
旧
桜
小
学
校

跡
地
に
て
始
動
し
た
「
さ
く
ら
工

芸
品
工
房
」。
オ
ー
プ
ン
時
に
は

カ
フ
ェ
１
店
舗
、
工
芸
家
２
人
が

入
所
し
、
地
域
の
人
や
卒
業
生
な

ど
、
初
日
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が

足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

③第 68号（平成 22年５月号）

　

平
成
26
年
10
月
１
日
に

合
併
10
周
年
を
迎
え
た
、

全
ペ
ー
ジ
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

の
記
念
号
。
町
が
誕
生
し

て
か
ら
の
10
年
間
を
、
写

真
や
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
な

が
ら
振
り
返
り
ま
し
た
。

④第121号（平成26年10月号）

　

湯
梨
浜
町
（
旧
羽
合
町
）

と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

ハ
ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
郡
が
姉

妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
か

ら
、
平
成
28
年
で
20
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
ん
な

２
都
市
の
「
絆
」
に
つ
い

て
特
集
し
ま
し
た
。

⑤第 143 号（平成 28年８月号）

　

平
成
28
年
10
月
21
日
に

起
き
た
鳥
取
県
中
部
地
震
。

本
号
の
表
紙
お
よ
び
見
開

き
に
は
、
地
震
に
よ
る
町

内
の
被
害
状
況
を
表
す
写

真
を
掲
載
し
、
各
地
の
被

害
の
甚
大
さ
に
つ
い
て
伝

え
ま
し
た
。

⑥第146号（平成28年11月号）

⑦第 174 号（令和元年３月号）
　各施設の老朽化に伴い、１拠点に集約
化された町立学校給食センター。新しく
なった食器で給食を食べる児童たちの輝
く笑顔で飾る表紙をお届けしました。
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ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
総
合
計
画
」
と
は

　

こ
れ
か
ら
の
湯
梨
浜
町
を
ど
の

よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
そ

の
方
向
性
を
描
き
、
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
の
が
総
合
計
画
で

す
。
総
合
計
画
は
、
目
指
す
ま
ち

の
姿
や
そ
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
方
針
を
表
し
た

「
基
本
構
想
」、
基
本
構
想
を
実
現

す
る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
施
策

を
定
め
た
「
基
本
計
画
」、
基
本

計
画
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
実
施

事
業
お
よ
び
財
政
計
画
を
示
し
た

「
実
施
計
画
」
の
三
つ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
複
数
の
分
野
に
ま
た
が

り
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
施
策
で
あ
る
「
横
断
型
重
点
戦

略
」
と
ま
ち
づ
く
り
の
各
分
野
に

お
い
て
、
着
実
に
推
進
す
べ
き
施

策
事
業
で
あ
る
「
分
野
別
基
本
施

策
」
を
掲
げ
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る

「
ゆ
り
は
ま
の
未
来
」

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
個
人
の
生

活
の
多
様
化
、
価
値
観
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
町
の
抱
え
る
課
題
は

複
雑
多
岐
と
な
っ
て
い
ま
す
。
防

災
・
防
犯
対
策
、
子
ど
も
の
貧
困

や
生
活
困
窮
な
ど
の
新
た
な
福
祉

課
題
、
環
境
保
全
な
ど
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服
し
、
幸

福
度
の
高
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に

は
行
政
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
皆

さ
ん
や
事
業
者
、
団
体
な
ど
町
に

関
わ
る
全
て
の
人
々
が
知
恵
と
力

を
出
し
合
っ
て
、
共
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

第
４
次
総
合
計
画
で
は
、
令
和

12
年
の
本
町
が
目
指
す
姿
を
「
住

み
や
す
く
　
魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ

る
　
愛
の
ま
ち
」
と
し
、
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
「
安
全
で
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」「
に
ぎ
わ

い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
未

来
を
創
造
す
る
先
駆
的
な
ま
ち
づ

く
り
」「
共
に
支
え
合
う
　
町
民

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」「
志
を

も
っ
て
　
共
に
学
び
　
明
日
を
拓ひ

ら

く
　
ひ
と
づ
く
り
」
と
い
う
目
指

す
べ
き
五
つ
の
姿
を
基
本
目
標
と

し
、
町
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
の
克
服
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
第
３
次
計
画
ま
で
の
取
り

組
み
を
基
盤
と
し
、
合
併
後
16
↖

総合計画がスタート

少子高齢化が進展し、人口減少が加速化する現在の日本。本町もその例外ではな
く平成 16年（2004 年）の合併以降、人口減少が進んでいます。

　町の人口は令和 12年（2030 年）には 15,031 人まで減少することが見込まれ、人
口減少・少子高齢化の進行に伴う税収の減少や社会保障費の増大、また公共施設の老
朽化による更新問題など、町の財政の見通しは決して明るいものではありません。ま
た、新型コロナウイルス感染症の世界的拡大など、かつてない危機に直面する中、町
民の命と暮らしを守り「ポストコロナ（コロナ以後）」の大きく変革するであろう社
会経済の状況も見据えて、まちづくりを考えることが重要です。
　こうした厳しい状況を踏まえ、町民の皆さんが何世代にもわたり、豊かで安心
して暮らせるまちを目指し、第４次総合計画を策定しました。

【問い合わせ】
役場企画課（℡ 35-5304）
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年
間
に
育
み
、
培
っ
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
を
深
化
発
展
さ
せ
、
持
続

可
能
な
新
し
い
湯
梨
浜
町
を
皆
さ

ん
と
共
に
創
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

　

第
４
次
総
合
計
画
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
シ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
役
場
本
庁
舎
お
よ
び
東
郷
・

泊
各
支
所
、
図
書
館
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

湯梨浜町第４次

安心・便利・快適
魅力あふれるまちづくり

豊かな自然環境、生活環境との調和の中で、町
民の安全性、利便性、快適性がより確保され、
持続可能で魅力あふれるまちづくりを進めます。

温
ぬく

もりのあるまちづくり
すべての町民が共に「支え愛」、笑顔
で生涯にわたり暮らすことができる
温もりのあるまちづくりを進めます。

活気あふれるまちづくり
自然や歴史文化などの多彩な魅力を持った町で
暮らす多様な人々がその個性を生かし、高め合
うことで、さらに新たな町の彩りと輝きを創っ
ていく、活気あふれるまちづくりを進めます。

第４次総合計画に
掲げる三つの基本理念

基本構想

基本計画

実施計画

●総合計画のイメージ図
町の 10 年後の将来像や、まちづ
くりの基本的な方向性を示すもの

町の目指す将来像の実現に
必要な５年間の諸施策を示すもの

基本計画に掲げた施策を年度別
に具体化し、どのように実施し
ていくかを明らかにしたもの

※基本構想は令和３年度から令和 12 年度
までの 10 年間、基本計画は令和３年度か
ら令和７年度までの５年間の計画期間です。

※第４次総合計画では「一人一人が持てる
能力を発揮できる」「持続可能な」社会の
実現という SDGs（持続可能な開発目標の
意味。詳しくは 36ページ参照）の概念を
取り入れ、三つの基本理念を掲げています。
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介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、介
護
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
と
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
な
ど
を
目
的
に
、
介
護
保
険
料
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

65
歳
以
上
の
人
は

総
額
の
23
・
０
パ
ー
セ
ン
ト

を
負
担

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
介
護
を

み
ん
な
で
支
え
る
制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
制
度

を
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め

の
重
要
な
財
源
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
介
護
保
険
料
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
経
費
の
実
績

と
今
後
の
予
想
を
踏
ま
え
、
３
年

に
１
回
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
介
護
を

必
要
と
す
る
人
の
増
加
な
ど
を
見

込
ん
で
算
出
し
た
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
介
護
保
険

費
用
の
総
額
の
50
㌫
を
公
費
で
賄

い
、
残
り
の
半
分
を
40
歳
以
上
の

人
の
保
険
料
で
賄
い
ま
す
。

介
護
保
険
費
用
の
総
額
は

約
55
億
８
千
万
円
を
見
込
む

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
の
介
護
保
険
費
用
の
総
額
は

約
55
億
８
千
万
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
前
回
計
画
時
の
平
成
30
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
と
比
較
す
る

と
、約
２
億
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
原
因
と
内
容
は
①
高
齢
者

人
口
の
増
加
と
要
介
護
認
定
率
の

上
昇
に
よ
る
要
介
護
認
定
者
数
↖

●介護保険費用の負担割合

　町で必要な３年間の介護保険費用総額×65 歳以上の負担分
23.0％÷町の 65歳以上の人数（３年間の推計）÷12 月
＝町の介護保険料基準月額 6,200 円

４
月
か
ら
基
準
額
が
７
万
４
４
０
０
円
に

【問い合わせ】
役場長寿福祉課（地域包括
支援センター）（℡ 35-5379）

湯梨浜町
（12.5％）

県
（12.5％）

国
（25.0％）

40歳以上～ 65歳未満
（27.0％）

65 歳以上
（23.0％）
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の
増
加
②
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
（
定
員
29
人
）
の
整

備
③
介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
介
護

給
付
費
の
増
額
―
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
介
護

保
険
料
も
か
な
り
の
増
額
と
な
り

ま
す
が
、
町
で
は
介
護
給
付
費
等

準
備
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
介

護
保
険
料
の
抑
制
を
図
り
、
月
額

６
２
０
０
円
に
決
定
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

介
護
保
険
制
度
が
安
定
的
に
運

営
さ
れ
、
高
齢
者
に
で
き
る
だ
け

長
く
元
気
で
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ま
た
介
護
が
必
要
な
状

態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
で
き
る
限
り
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
介
護
保
険

料
の
改
定
と
納
付
に
つ
い
て
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

段階 対象要件 計算方法 保険料

１

本人および世
帯全員が町民
税非課税

生活保護または老齢福祉年金の受給者
基準額 ×0.5

（軽減後 0.3）
37,200 円

（22,400 円）
課税年金収入額＋前年の合計所得金額が 80 万円以下

２
課税年金収入額＋前年の合計所得金額が 80 万円超
120 万円以下

基準額 ×0.75
（軽減後  0.5）

55,800 円
（37,200 円）

３ 課税年金収入額＋前年の合計所得金額が 120 万円超
基準額 ×0.75

（軽減後  0.7）
55,800 円

（52,100 円）

４
本人が町民税
非課税

課税年金収入額＋前年の合計所得金額が 80 万円以下 基準額 ×0.9 66,900 円

５ 課税年金収入額＋前年の合計所得金額が 80 万円超 基準額 74,400 円

６

本人が町民税
課税

前年の合計所得金額が 120 万円未満 基準額 ×1.2 89,200 円

７ 前年の合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満 基準額 ×1.3 96,700 円

８ 前年の合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満 基準額 ×1.5 111,600 円

９ 前年の合計所得金額が 320 万円以上 500 万円未満 基準額 ×1.7 126,400 円

10 前年の合計所得金額が 500 万円以上 基準額 ×1.8 133,900 円

● 65歳以上の人の令和３年度～令和５年度までの年間介護保険料

※�上表第１段階から第３段階までに該当する低所得の高齢者については、公費
（国・県・町が負担）による保険料の軽減を図ります。
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高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、「
団
塊
の
世
代
」
が

75
歳
以
上
を
迎
え
る
令
和
７
年
、

「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
」
が
65
歳

以
上
と
な
り
現
役
世
代
が
急
減
す

る
令
和
22
年
を
見
据
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
や
事
業
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

■
各
目
標
と
取
り
組
み

【
目
標
１
】
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
基
本
理
念
の
推
進

①�

自
立
支
援
、
介
護
予
防
・
重
度

化
防
止
の
推
進

②�

介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
・
強
化

③�

在
宅
医
療
の
充
実
及
び
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
の
推
進

町
介
護
保
険
事
業
計
画
・

　
　

高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定

④�

日
常
生
活
を
支
援
す
る
体
制

の
整
備

⑤�

高
齢
者
の
住
ま
い
の
安
定
的

な
確
保

【
目
標
２
】
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
進
め
る
地
域
づ

く
り
と
地
域
ケ
ア
会
議
・
生
活
支

援
体
制
整
備
の
推
進

①�
事
業
者
へ
の
支
援
・
指
導
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

②
地
域
ケ
ア
会
議
等
の
推
進

③
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

④�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

支
え
る
人
材
の
確
保
及
び
資

質
の
向
上

【
目
標
３
】
介
護
に
取
り
組
む
家

族
等
へ
の
支
援
の
充
実

①�

相
談
・
支
援
体
制
の
強
化

②�

介
護
予
防
事
業
対
象
者
の
実

　

町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
に
お
け
る
「
第
８
期
湯

梨
浜
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
の
目

標
は
次
の
と
お
り
で
す
。
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

態
把
握

【
目
標
４
】
認
知
症
施
策
の
推
進

①�

普
及
啓
発
・
本
人
発
信
支
援

②
予
防

③�

医
療
・
ケ
ア
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
・

介
護
者
へ
の
支
援

④�

認
知
症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推

進
・
若
年
性
認
知
症
の
人
へ
の

支
援
・
社
会
参
加
支
援

【
目
標
５
】
高
齢
者
虐
待
防
止
等

の
権
利
擁
護
の
推
進

①�

広
報
・
普
及
啓
発

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

③
行
政
機
関
連
携

④
相
談
・
支
援

【
目
標
６
】
効
果
的
・
効
率
的
な

介
護
給
付
の
推
進

①�

介
護
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み

②
介
護
保
険
料
の
設
定

③�

制
度
の
円
滑
運
営
の
た
め
の
仕

組
み

④
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

⑤�

介
護
保
険
制
度
の
運
用
に
関
す

る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

⑥�

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金

等
の
活
用

【
目
標
７
】
災
害
・
感
染
症
対
策

に
係
る
体
制
整
備

①�

災
害
対
策
に
係
る
体
制
整
備

②
感
染
症
対
策
に
係
る
体
制
整
備

【問い合わせ】
役場長寿福祉課（地域包括
支援センター）（℡ 35-5379）

第８期湯梨浜町介護保険
事業計画・高齢者福祉計画の冊子
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　

聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
す

■
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト（
予
定
）

▽�

長
和
田
地
区
駐
車
場
付
近
と
め

ぐ
み
の
湯
公
園
付
近
の
間
を
往

復
す
る
ル
ー
ト
で
す
。

■
車
両
の
交
通
規
制
（
予
定
）　

　

10
時
30
分
～
12
時

※
規
制
時
間
は
、
聖
火
リ
レ
ー
隊

列
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
予
告
な

く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
応
援
エ
リ
ア　

　

コ
ー
ス
沿
い
の
応
援
ス
ペ
ー
ス

※
県
実
行
委
員
会
が
事
前
申
し
込

み
を
実
施
し
ま
す
。

■�

駐
車
場　

　
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央　

湖
周
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
駐
車
場
、
羽

衣
会
館
、
と
う
ご
う
こ
ど
も
園

■
お
願
い　

▽�

歩
行
者
、
自
転
車
と
も
に
コ
ー

ス
の
横
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

交
通
規
制
時
間
内
は
、
沿
道
の

　
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
」
が
、
夏
季
大

会
と
し
て
は
「
東
京
１
９
６
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
以
来
、
57
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
ま
す
。
町
内
で
は
、
５
月
22
日
（
土
）
11
時
過
ぎ
か

ら
12
時
頃
ま
で
の
間
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
周
辺
の
皆
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

駐
車
場
か
ら
の
出
入
庫
規
制
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

観
覧
上
の
注
意　

▽�

必
ず
歩
道
上
や
指
定
場
所
で
観

覧
く
だ
さ
い
。

▽�

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
や
隊
列
を
追
っ

て
の
移
動
は
、
絶
対
に
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
前
後

の
人
を
押
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

危
険
物
の
持
ち
込
み
や
、
コ
ー

ス
付
近
で
の
ド
ロ
ー
ン
使
用
は

禁
止
で
す
。

■
感
染
症
対
策　

▽�

マ
ス
ク
の
着
用
、
咳せ

き

エ
チ
ケ
ッ

ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

他
の
観
客
と
の
間
隔
を
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽�
体
調
の
悪
い
人
は
、
沿
道
で
の

応
援
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

▽�

聖
火
リ
レ
ー
の
様
子
は
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
聖
火
リ
レ
ー
専
用
サ
イ
ト
」

で
中
継
さ
れ
ま
す
。そ
ち
ら
の
サ

イ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
よ
り
、
観
覧
に
は
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
状
況
に
よ
り
、
開
催
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
人

権
推
進
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

●聖火リレーのルート図（予定）

16

17

池
郷
東

松崎駅

20 23

27

25

31

1213

14

15

長和田地区駐車場
付近とめぐみの湯
公園付近の間を往
復するルートです。

中国庭園燕趙園

交通規制区間

※
リ
レ
ー
ル
ー
ト
の
縮
小
に
よ
り
、
交

通
規
制
区
間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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東郷池周辺図

東郷池景観形成重点区域…県道東郷湖線、
　県道倉吉青谷線、県道東郷羽合線の内（池）側
【各路線の区間】

▽①～②
　＝県道東郷湖線（浅津橋南端～長和田三差路）
▽②～③
　＝県道倉吉青谷線（長和田三差路～藤津交差点）
▽③～①
　＝県道東郷羽合線（藤津交差点～浅津橋南端）

①→

②

③

→

→

や
す
ら
ぎ
・
に
ぎ
わ
い
・

　
つ
な
が
り
の
あ
る
景
観
づ
く
り

湯
梨
浜
町
景
観
計
画
の
目
的

　

本
町
の
東
郷
池
を
中
心
と
す
る

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
良
好
な

景
観
を
、
町
民
、
事
業
者
、
行
政

が
協
働
し
、
守
り
育
ん
で
い
く
こ

と
で
、
魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
湯
梨
浜
町
景
観
条
例
」
を

制
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
「
湯
梨
浜
町
景
観
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
や
す
ら
ぎ
・
に
ぎ
わ
い
・
つ

な
が
り
の
あ
る
景
観
づ
く
り
」
を

基
本
目
標
と
し
、
町
民
が
ゆ
と
り

と
愛
着
を
感
じ
ら
れ
る
景
観
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

景
観
計
画
区
域

　

自
然
景
観
な
ど
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
良
好
な
景
観
の
形
成
を

図
る
た
め
、
町
内
全
域
を
景
観
計

画
区
域
と
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
、
東
郷
池
と
そ
の
周
辺
に
つ
い

て
は
、
特
に
風
光
明め

い
び媚
な
景
観
を

擁
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
東

郷
池
景
観
形
成
重
点
区
域
」
と
し

て
定
め
ま
し
た
。
重
点
区
域
は
下

図
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
４
）

湯梨浜町
　景観計画を策定

10広報ゆりはま



　町では、良好な景観の形成に関する事項につ
いて、調査および審議などを行っていただく「景
観審議会」の委員を募集します。
■募集人数　
　２人程度（おおむね男性１人、女性１人）
■応募資格　以下の全てを満たす人
①町内在住または在勤する人
②令和３年４月１日現在で満 18 歳以上の人
※高校生を除きます。
③平日の昼間に開催される委員会に出席できる人
■任期　
　委嘱の日から２年間

■�応募方法　▼必要事項を記入した所定の申込
書▼本町の景観行政への意見、提言などを
400 字程度にまとめたレポート（様式自由）
―を役場企画課に持参、郵送または電子メー
ルで提出してください。申込書は役場企画課
および東郷・泊各支所に備え付けているほか、
町ホームページからも取得できます。
■応募期限　５月 28 日（金）必着
■申し込み・問い合わせ　
　役場企画課（〒 682-0723　久留 19 番地１、
℡ 35-5304、FAX35-3697、 メ ールアドレス：
ykikaku@yurihama.jp）

■届出対象行為および規模
　一定規模以上の建物を建てるなどの行為を行う際には、景観法および町
景観条例の規定に基づき、町への届け出が必要になります。ただし、届出
対象行為および規模の基準は、本年９月 30 日までは従来どおり県の基準
が適用され、10 月１日からは新たな町の基準が適用されます。

■景観形成基準
　良好な景観形成のため、周辺の景観との調和を図るための基準「景観形
成基準」を定め、町内で行われる届出行為を景観形成基準に適合したもの
とし、公共工事においても、この基準に十分に配慮し行うものとします。
※届出対象行為やその規模、景観形成基準について、詳しくは町ホームペー
ジをご覧ください。また届出書様式は、町ホームページから取得できます。

景観審議会の委員を募集します

行為または基準 景観計画区域 東郷池景観形成重点区域
建築物の新築、

増築、改築または移転
高さが 13mを超える、又は建築面積が 1,000
㎡を超えるもの

高さが 13m を超える、又は延べ床面積が
200 ㎡を超えるもの

工作物の新築、
増築、改築または移転

高さ 13mを超える煙突、電波塔等、又は築
造面積が1,000㎡を超える太陽光発電設備等

高さ５mを超える煙突、電波塔等、又は築
造面積が 500 ㎡を超える太陽光発電設備等

開発行為
面積 10,000 ㎡を超える、又は当該行為によ
り生じる法面の高さが５mかつ長さ 10mを
超えるもの

面積 500 ㎡を超える、又は当該行為により
生じる法面の高さが 1.5mを超えるもの

屋外における土石、廃棄物、
再生資源その他の物件の堆積

高さが５mを超える、又は面積が 1,000 ㎡
を超えるもの

高さが 1.5mを超える、又は面積が 100 ㎡を
超えるもの

土地の開墾、土石の採取、
鉱物の掘採その他の土地の形
質の変更（開発行為を除く）

当該行為に係る土地の面積が 10,000 ㎡、又
は当該行為に伴い生じる法面又は擁壁の高
さが５ｍかつ長さが 10mを超えるもの

当該行為に係る土地の面積が 500 ㎡、又は
当該行為に伴い生じる法面又は擁壁の高さ
が 1.5 ｍを超えるもの

木材の伐採 伐採面積が 10ha を超えるもの 伐採する木材の高さが 10mを超える、又は
伐採面積が 500 ㎡を超えるもの

特定照明 照明の対象となる建築物等の高さが 13mを
超えるもの

照明の対象となる建築物等の高さが５mを
超えるもの

【主な届出対象行為および規模】
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　区　　　分
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計
温 泉 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計
橋 津 財 産 区 特 別 会 計
宇 野 財 産 区 特 別 会 計
舎 人 財 産 区 特 別 会 計
東 郷 財 産 区 特 別 会 計
花 見 財 産 区 特 別 会 計

　　 区 　 分 　
一 般 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

　　 金 額 　
 11,557,208 
  3,215,935 

 664,562 
 478,065 

 58,300 

　予算額
 2,468 

 47 
1,841,615 

 1,199,543 
 229,258 

 13,277 
 1,947,278 

 192,440 
922  
 377

 2,110 
76 

 584 
 89

　収入済額
 2,404 

 - 

 - 

 1,768,726
 370,522 

 32,018 
 12,893 

 1,587,066 
 181,866 

734 
  190 

 2,421 
 75 

  468 
 87

　支出済額
 49 
 45 

1,729,525 
 949,835 
 174,896

 3,369 
 1,773,078 

 186,141 
567 
126 

  1,941 
 44 

  335 
 49

　【水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

【国民宿舎事業特別会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

　

予算額
231,963

7,057

予算額
228,025
104,453

予算額
86,947

107,067

予算額
197,608

24,167

　

収入済額
231,681

支出済額
208,487

97,761

収入済額
90,311
96,660

支出済額
183,688

23,760

　

区　分

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
た ば こ 税

計
（入 湯 税）

　

予算現額

  647,580 
 636,820 

 64,784 
 83,364 

1,432,548
(10,317)

　　

総額
 643,859 
 637,082 

 65,276 
 86,273 

1,432,490
(9,431)

　　

一世帯当たり
101
100

10
13

224
-

　　

一人当たり
39
38

4
5

86
-

　収　　入　　済　　額
単位：千円

単位：千円

その他の内訳（※）
科　　　目

議 会 費
商 工 費
消 防 費
災 害 復 旧 費
予 備 費

予算額
84,802

594,084
290,113

16,363
25,640

支出済額
83,095

358,612
271,125

8,297
-

（予　算　額）
収　入　済　額

〔単位：千円〕

（予　算　額）
支  出　済　額

〔単位：千円〕

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

予算額
13,174,224

収入済額
10,834,408

町税
（1,442,865）
1,438,579

地方交付税
（4,262,666）
4,321,596

分担金
および負担金

（70,984）
62,937

使用料
および手数料
（102,666）
88,240

国庫支出金
（3,439,180）
2,936,233

県支出金
（728,057）
623,322

諸収入
（158,686）
117,046 その他（※）

（2,969,120）
1,246,455

予算額
13,174,224

支出済額
9,389,745

総務費
（3,926,644）
2,804,766

民生費
（2,962,859）
2,394,928農林水産業費

（521,214）
236,890 衛生費

（832,107）
631,719

土木費
（1,208,609）
400,981

教育費
（1,418,994）
906,810

公債費
（1,292,795）
1,292,522

その他（※）
（1,011,002）
721,129

その他の内訳（※）

　

町
の
令
和
２
年
度
予
算
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
▽
防
災
行
政
情

報
無
線
の
更
新
▽
旧
中
学
校
跡
地

利
用
検
討
事
業
▽
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
▽
総
合
計
画
策
定
事
業

▽
町
営
住
宅
整
備
事
業
▽
た
じ
り

こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業
▽
脱
フ

レ
イ
ル
大
作
戦
▽
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活
用

し
た
飛
び
地
型
自
治
体
連
携
事
業

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
材
等
整
備
事

業
（
小
・
中
学
校
）
▽
中
央
公
民

館
泊
分
館
整
備
事
業
▽
定
額
給
付

金
給
付
事
業
▽
事
業
継
続
支
援
臨

時
給
付
金
事
業
▽
観
光
産
業
復
興

事
業
▽
災
害
等
緊
急
対
策
資
金
利

子
補
給
補
助
金
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
克
服
商
品
券
発
行
事
業
▽

飲
食
店
利
用
促
進
事
業
―
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
克
服
や
住
民
生
活
の
た

め
の
施
策
を
重
点
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
る
と
と
も
に
新
た
な
成
長
に

向
け
て
力
を
注
ぎ
、
活
力
と
均
衡

の
あ
る
町
の
発
展
、
住
民
生
活
や

福
祉
の
向
上
、
教
育
環
境
の
整
備

な
ど
、
町
政
の
重
要
課
題
に
対
し

積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

まちの財政状況
令和２年４月～令和３年３月

令和２年度

一般会計歳入

各
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
整
備
・
更
新
、

コ
ロ
ナ
禍
克
服
に
関
す
る
取
り
組
み
を
展
開

科　　　目 �予算額 収入済額
地��　方�　�譲�　�与�　�税 72,256 69,802
利　子　割　交　付　金 1,949 1,852
配　当　割　交　付　金 6,808 6,038
株式等譲渡所得割交付金 6,588 6,657
法��人��事��業��税��交��付��金 3,457 3,459
地��方��消��費��税��交��付��金 321,487 321,975
環��境��性��能��割��交��付��金 5,139 5,187
地���方���特���例���交���付���金 17,741 17,741
交通安全対策特別交付金 1,590 1,283
財　�　産　�　収　　�入 10,856 9,270
寄　　　　付　　　　金 145,900 139,157
繰　　　　入　　　　金 267,855 263,023
繰　　　　越　　　　金 269,110 269,111
町　　　　　　　　　債 1,838,384 131,900

単位：千円
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　区　　　分
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計
温 泉 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計
橋 津 財 産 区 特 別 会 計
宇 野 財 産 区 特 別 会 計
舎 人 財 産 区 特 別 会 計
東 郷 財 産 区 特 別 会 計
花 見 財 産 区 特 別 会 計

　　 区 　 分 　
一 般 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

　　 金 額 　
 11,557,208 
  3,215,935 

 664,562 
 478,065 

 58,300 

　予算額
 2,468 

 47 
1,841,615 

 1,199,543 
 229,258 

 13,277 
 1,947,278 

 192,440 
922  
 377

 2,110 
76 

 584 
 89

　収入済額
 2,404 

 - 

 - 

 1,768,726
 370,522 

 32,018 
 12,893 

 1,587,066 
 181,866 

734 
  190 

 2,421 
 75 

  468 
 87

　支出済額
 49 
 45 

1,729,525 
 949,835 
 174,896

 3,369 
 1,773,078 

 186,141 
567 
126 

  1,941 
 44 

  335 
 49

　【水道事業会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

【国民宿舎事業特別会計】
■収入

区　　分
損益勘定
資本勘定
■支出

区　　分
損益勘定
資本勘定

　

予算額
231,963

7,057

予算額
228,025
104,453

予算額
86,947

107,067

予算額
197,608

24,167

　

収入済額
231,681

支出済額
208,487

97,761

収入済額
90,311
96,660

支出済額
183,688

23,760

　

区　分

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
た ば こ 税

計
（入 湯 税）

　

予算現額

  647,580 
 636,820 

 64,784 
 83,364 

1,432,548
(10,317)

　　

総額
 643,859 
 637,082 

 65,276 
 86,273 

1,432,490
(9,431)

　　

一世帯当たり
101
100

10
13

224
-

　　

一人当たり
39
38

4
5

86
-

　収　　入　　済　　額
単位：千円

単位：千円

その他の内訳（※）
科　　　目

議 会 費
商 工 費
消 防 費
災 害 復 旧 費
予 備 費

予算額
84,802

594,084
290,113

16,363
25,640

支出済額
83,095

358,612
271,125

8,297
-

（予　算　額）
収　入　済　額

〔単位：千円〕

（予　算　額）
支  出　済　額

〔単位：千円〕

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

予算額
13,174,224

収入済額
10,834,408

町税
（1,442,865）
1,438,579

地方交付税
（4,262,666）
4,321,596

分担金
および負担金

（70,984）
62,937

使用料
および手数料
（102,666）
88,240

国庫支出金
（3,439,180）
2,936,233

県支出金
（728,057）
623,322

諸収入
（158,686）
117,046 その他（※）

（2,969,120）
1,246,455

予算額
13,174,224

支出済額
9,389,745

総務費
（3,926,644）
2,804,766

民生費
（2,962,859）
2,394,928農林水産業費

（521,214）
236,890 衛生費

（832,107）
631,719

土木費
（1,208,609）
400,981

教育費
（1,418,994）
906,810

公債費
（1,292,795）
1,292,522

その他（※）
（1,011,002）
721,129

一般会計歳出

住民負担の概要

特別会計

公営企業会計

令和３年３月末日現在
（世帯数＝ 6,397 世帯、人口＝ 16,695 人）

地方債現在高状況
令和３年３月末日現在
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役場職員組織図
令和３年５月１日現在

1/2
ページ
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2/2
ページ
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役場職員組織図
令和３年５月１日現在
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い
き
い
き
！
農
業
！

～
農
業
委
員
会
だ
よ
り
～

【問い合わせ】
町農業委員会事務局
（℡ 35-5389）
役場産業振興課
（℡ 35-5384）

急
ぐ
と
き
ほ
ど
慎
重
に
！

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意

　

農
繁
期
を
迎
え
る
こ
の
時
季
、

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
交
差
点
を

曲
が
り
き
れ
ず
に
農
地
や
水
路
に

転
落
し
て
運
転
者
が
投
げ
出
さ
れ

た
り
、
下
敷
き
に
な
っ
た
り
す
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

耕
う
ん
機
な
ど
の
農
業
機
械
は
、

突
発
的
な
動
き
を
し
や
す
い
も
の

で
す
。
後
方
の
安
全
確
認
や
ゆ
っ

く
り
と
し
た
作
業
操
作
な
ど
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
機
械
は
作
業
効
率
を
高
め

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す

が
、
慣
れ
に
よ
る
油
断
や
見
込
み

で
の
運
転
は
、
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
し
、
余

裕
を
持
っ
た
作
業
を
心
掛
け
る
な

ど
、
安
全
意
識
を
持
っ
て
農
作
業

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

▼�
作
業
機
や
ト
レ
ー
ラ
ー
に
人
を

乗
せ
て
運
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん

▼�

農
業
機
械
な
ど
の
点
検
や
整
備

の
と
き
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

し
た
状
態
で
行
い
ま
し
ょ
う

▼�

崩
落
し
や
す
い
路
肩
や
あ
ぜ
で

の
運
転
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▼�

狭
い
道
路
や
急
な
坂
道
、
狭
い

圃ほ
じ
ょ
う場
な
ど
で
は
必
ず
安
全
確
認

を
し
、
無
理
な
運
転
は
避
け
ま

し
ょ
う

▼�

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
安
全
フ

レ
ー
ム
な
ど
を
装
着
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

▼�

体
調
や
年
齢
な
ど
の
身
体
能
力

に
合
わ
せ
た
農
作
業
を
行
い
、

適
度
な
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う

▼�

１
人
で
作
業
に
行
く
と
き
は
ど

こ
で
ど
ん
な
作
業
を
し
て
い
る

か
、
家
族
な
ど
に
分
か
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

▼�

剪せ
ん
て
い定
く
ず
を
焼
却
す
る
と
き

は
、
衣
服
に
火
が
燃
え
移
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ま
ち
の
環
境
美
化
と

交
通
安
全
に
ご
協
力
を

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
る
農
作

業
の
際
は
、
田
や
畑
か
ら
道
路
へ

出
る
前
に
必
ず
泥
を
落
と
し
ま

し
ょ
う
。
道
路
に
落
ち
た
泥
は
、

景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
通

行
の
妨
げ
と
な
り
危
険
で
す
。
や

む
を
得
ず
泥
を
落
と
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
ス
コ
ッ
プ
で
取
り

除
く
な
ど
道
路
の
清
掃
を
し
ま

し
ょ
う
。

強
風
時
で
の
農
薬
や
肥
料
の

散
布
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

農
地
周
辺
の
住
民
か
ら
、
強
風

時
に
農
薬
や
肥
料
の
散
布
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
り
「
家
に
ま
で
農

薬
・
肥
料
が
飛
ん
で
く
る
た
め
、

洗
濯
物
が
屋
外
に
干
せ
な
く
て
困

る
」
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。強
風
時
に
は
、

効
果
的
な
散
布
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
周
辺
へ
の
悪
影
響
も
あ
る
た

め
、
農
薬
や
肥
料
の
散
布
は
気
象

状
況
に
応
じ
た
実
施
を
お
願
い
し

ま
す
。

全国農作業安全確認運動啓発ステッカー
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ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
健
康
コ
ラ
ム

運
動
不
足
は
健
康
に
悪
影
響

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
国
内
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
１
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
外
出
自
粛
な
ど
生
活
環
境
の

急
激
な
変
化
に
よ
り
、
体
調
を
崩

し
た
り
持
病
が
悪
化
し
た
り
す
る

健
康
二
次
被
害
が
表
面
化
し
て
い

ま
す
。

　

中
で
も
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

社
会
参
加
の
機
会
が
減
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
認
知
機
能
の
低
下
や
ス

ト
レ
ス
の
増
加
を
感
じ
る
人
が
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
要

介
護
者
が
増
え
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
度
な
自
粛
は
か
え
っ
て
免
疫

力
を
低
下
さ
せ
、
感
染
症
に
か
か

り
や
す
い
体
に
変
化
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。健
康
維
持
の
た
め
に
は
、

感
染
対
策
を
十
分
に
行
い
つ
つ
、

意
識
的
に
運
動
を
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

足
し
算
で
考
え
よ
う

　

ま
と
ま
っ
た
運
動
時
間
を
確
保

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
運
動
を
諦

め
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
１

回
当
た
り
が
短
時
間
だ
と
し
て

も
、
回
数
を
こ
な
せ
ば
運
動
効
果

�効果は同じ！！

が
得
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
連
続

30
分
の
歩
行
も
、
10
分
×
３
回
の

歩
行
も
効
果
は
同
じ
で
す
の
で
、

日
常
生
活
の
中
で
コ
ツ
コ
ツ
と
歩

数
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う

（
上
図
は
イ
メ
ー
ジ
図
で
す
）。

免
疫
力
ア
ッ
プ
動
画
を

Ｔ
Ｃ
Ｃ
で
放
映
し
ま
す

　

町
で
は
現
在
、
県
外
３
自
治
体

と
共
同
で
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
事
業
の
中
間

支
援
を
担
う
筑
波
大
学
人
間
総
合

科
学
学
術
院
久
野
研
究
室
の
協
力

の
下
、
健
康
二
次
被
害
防
止
に
向

け
た
運
動
動
画
を
今
月
１
カ
月
間

「
Ｔ
Ｃ
Ｃ　

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
（
12
チ
ャ

ン
ネ
ル
）」で
放
送
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

令和３年健康相談日の日程変更
　『令和３年度湯梨浜町イベント・健康づくりカレ
ンダー』24 ページにて健康相談日の日程をお知ら
せしましたが、新型コロナウイルスワクチン接種対
応のため、右表のとおり日程を変更します。
　なお『広報ゆりはま』では、当月の健康相談日の
日程を掲載しますので、ご確認の上お越しください。
■スタッフ　保健師、管理栄養士
■�内容　身体測定、血圧測定、腹囲測定、血管年齢
測定、物忘れ相談、ゆりはまヘルシーくらぶ会員
の体組成測定結果などに関する相談など
※予約なしでお越しいただいても構いませんが、事
前連絡をしていただくとスムーズに対応できます。
■�予約・問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

変更前 変更後
５月 27 日（木） ５月 25 日（火）
６月 24 日（木） ６月 22 日（火）
７月 22 日（木） ７月 27 日（火）
８月 26 日（木） ８月 24 日（火）
９月 30 日（木） ９月 21 日（火）
10 月 28 日（木） 10 月 19 日（火）
11 月 18 日（木） 11 月 30 日（火）
12 月 21 日（火） 変更なし

令和４年１月 27 日（木） 令和４年１月 25 日（火）
令和４年２月 24 日（木） 令和４年２月 15 日（火）
令和４年３月 24 日（木） 令和４年３月 22 日（火）

●健康相談日の日程
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　町では、県未来人材育成奨学金支援助成金の認
定を受け、町内に定住する人を対象に、奨学金返
還額の一部を助成します。認定にはさまざまな要
件がありますので、詳細はお問い合わせください。

町ふるさと人材育成奨学金支援補助金

■対象業種　
　製造業、情報通信業、薬剤師の職域、建設業、
建設コンサルタント業、旅館・ホテル業、保育士・
幼稚園教諭の職域、農業、林業、漁業および農
林水産業協同組合
■助成内容
　貸与を受けている奨学金に応じて、右のとお
り返還額を助成します。

▽�無利子の奨学金＝貸与を受けている奨学金の
返還総額（既卒者の場合は返還残額）の６分
の１
▽�有利子の奨学金＝貸与を受けている奨学金の
利子を除く返還総額（既卒者の場合は利子を
除く返還残額）の８分の１
■助成期間
　原則、県内の対象業種に就職してから８年間

奨学金返還額の一部を助成

【問い合わせ】
町教育委員会教育総務課（℡ 35-5362）

喫
煙
の
害
と
は

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
受
動
喫
煙
と
の
関
連
が
確
実

と
さ
れ
た
肺
が
ん
、
虚
血
性
心
疾

患
、
脳
卒
中
、
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
４
疾
患
に

つ
い
て
、
わ
が
国
で
は
年
間
約

１
万
５
千
人
が
亡
く
な
っ
て
お

り
、健
康
へ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。

　

た
ば
こ
に
は
、
２
０
０
種
類
以

上
も
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
！

喫
煙
や
受
動
喫
煙
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

ま
す
。
そ
の
う
ち
約
40
種
類
は
発

が
ん
性
物
質
で
あ
り
、
が
ん
や
動

脈
硬
化
、
歯
周
病
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
電
子
た
ば
こ
も
流

通
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
調
査
研
究

段
階
で
す
が
、
電
子
た
ば
こ
に
も

有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

喫
煙
の
関
係

　

２
０
２
０
年
か
ら
全
国
的
に
流

行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
場
合
、喫
煙
者
は
、

人
工
呼
吸
器
を
装
着
す
る
、
あ
る

い
は
死
亡
す
る
危
険
性
が
非
喫
煙

者
の
３
倍
以
上
に
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
喫

煙
室
は
、
３
密
（
密
閉
・
密
集
・

密
接
）
の
典
型
で
濃
厚
接
触
の
場

に
も
な
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
の
禁
煙
治
療
を

お
勧
め
し
ま
す

　

や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
い

喫
煙
は
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」
と

い
う
病
気
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
意
志
で
や
め
ら
れ
な
い
場

合
は
、
禁
煙
外
来
を
利
用
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
受
動
喫
煙
対
策
に
関
す

る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
５
０

ｰ

５
５
２
６ｰ

２
２
４
７
）
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
人
は
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
５
月
31
日
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の
定
め

る「
世
界
禁
煙
デ
ー
」、５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
は「
禁

煙
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
大
切
な
人
や
自
分
の
健
康
の

た
め
に
も
、
禁
煙
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5375）
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■競技　グラウンド・ゴルフ
■日程　令和４年５月 27日（金）、28日（土）
■会場　潮風の丘とまり

ワールドマスターズ
ゲームズ 2021 関西

　４月９日に役場講堂において、ワールドマ
スターズゲームズ 2021 関西湯梨浜町実行委
員会を開催しました。会では、令和２年度の
事業報告・決算報告、令和３年度の事業計画・
予算が承認されました。
　３月に延期後の大会日程が決まりましたの
で、大会に向けた準備を本格的に進めていき
ます。

　コロナ禍ではありますが、国内外の大会な
どでＰＲ活動し、大会参加者の増加や、広報
などで機運の醸成を図っていきたいと考えて
います。町民の皆さんのご協力をよろしくお
願いします。
■�問い合わせ　
　町教育委員会生涯学習・人権推進課
　（℡ 35-5368）

幼
児
と
高
齢
者
は
特
に
注
意

　

熱
中
症
は
気
温
や
湿
度
、
日
差

し
な
ど
が
原
因
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と

で
起
こ
り
ま
す
。

　

体
温
調
節
機
能
が
未
発
達
な
幼

児
や
、
温
度
に
対
す
る
感
覚
が
低

下
し
、
暑
さ
や
水
分
不
足
を
自
覚

し
に
く
い
高
齢
者
は
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
気
温
や
湿
度
の
高
い
状

況
下
で
の
マ
ス
ク
着
用
は
、
熱
中

症
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

暑
さ
に
備
え
、
体
づ
く
り
を
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

暑
さ
に
備
え
た
予
防
行
動
を
―

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

予
防
の
た
め
の
外
出
自
粛
に
よ

り
、
自
宅
に
い
る
時
間
が
増
え
ま

し
た
。
外
出
自
粛
に
よ
る
体
力
の

低
下
は
、
暑
さ
へ
の
抵
抗
力
を
弱

め
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
適
度

な
運
動
で
、
気
候
に
身
体
機
能
を

適
応
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▽�

小
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。
大
量
の
汗
を
か
く
と

き
は
塩
分
も
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

屋
内
で
は
カ
ー
テ
ン
や
す
だ

れ
、
扇
風
機
、
エ
ア
コ
ン
を
上

手
に
使
い
、
室
温
の
上
昇
を
避

け
ま
し
ょ
う
。

▽�

屋
外
で
は
、
日
陰
を
歩
い
た
り

日
傘
や
帽
子
を
使
用
し
た
り
し

て
、日
差
し
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

▽�

暑
く
な
り
始
め
の
時
期
や
、
日

中
急
激
に
暑
く
な
る
日
は
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

▽�

車
の
中
は
、
冷
房
を
つ
け
て
い

て
も
直
射
日
光
の
影
響
が
大
き

く
、
外
気
よ
り
も
温
度
が
高
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
短
時

間
で
も
、
乳
幼
児
を
車
内
に
残

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

睡
眠
を
十
分
に
取
り
、
体
を
休

め
ま
し
ょ
う
。

▽�

屋
外
で
人
と
２
㍍
以
上
離
れ
て

い
る
場
合
は
、
適
宜
マ
ス
ク
を

外
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

喉
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
小
ま

め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

激
し
い
運
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
５
月
で
も
真
夏
日
を
観
測
す
る
日
が

増
え
て
い
ま
す
。
気
温
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、

熱
中
症
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
天
気

予
報
な
ど
を
確
認
し
、暑
さ
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5375）
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ひきこもり家族のつどいの開催
　家族の誰かが長期間ひきこもっていると、家
族も悩み、不安になります。県中部総合事務所
県民福祉局では、個別相談とともにその家族に
集まっていただき、共通する悩みや不安を共有
したり、ひきこもりについて学習したりする場
として「家族のつどい」を開催しています。
■「家族のつどい」とは　
　同じように悩んでいる家族に出会える場で
す。相談ごとは「家族のつどい」の場だけに
とどめておくことがルールですので、１人で
悩まず、安心してお話しください。
　また、ひきこもりに関する学習や情報提供

を行っています。ひきこもりについて理解し、
家族がどのような対応をしたら良いかを皆さ
んで考えています。
■日時・場所
▼日時＝毎月第３木曜日 13 時 30 分～ 15 時
▼場所＝中部総合事務所パスポートセンター
　（倉吉市東巌城町２）
■問い合わせ
　中部総合事務所県民福祉局
　（℡ 23-3147、FAX 23-4803）

■�

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
調
査
活
動
を
行

う
に
当
た
り
▽
消
毒
液
に
よ
る
手

指
の
消
毒
や
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど

の
徹
底
▽
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
に

よ
る
調
査
の
説
明
お
よ
び
依
頼
▽

調
査
票
を
郵
便
受
け
な
ど
に
入
れ

て
の
配
布
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
の
積
極
的
な
利
用
を
促
進
▽

（
対
面
で
の
対
応
が
必
要
な
場
合
）

調
査
員
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
相

手
方
と
一
定
の
距
離
を
保
っ
た
上

で
応
対
―
な
ど
の
感
染
予
防
対
策

を
行
っ
た
上
で
、
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
調
査
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

■�

調
査
票
の
配
布

　

５
月
中
に
調
査
員
が
各
事
業
所

を
訪
問
し
て
、
回
答
依
頼
お
よ
び

調
査
票
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
支

社
な
ど
を
有
す
る
事
業
所
に
は
、

国
か
ら
直
接
郵
送
で
調
査
票
が
届

き
ま
す
の
で
、
同
封
さ
れ
て
い
る

「
記
入
の
し
か
た
」
を
ご
覧
の
上
、

漏
れ
な
く
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

■
調
査
項
目

　

▽
基
礎
項
目
…
名
称
や
従
業
者

数
な
ど
▽
経
理
項
目
…
売
上
（
収

入
）
金
額
や
費
用
な
ど

■
回
答
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
紙
の

調
査
票
の
い
ず
れ
か
で
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

は
、
安
心
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
自

身
の
都
合
に
合
わ
せ
て
い
つ
で
も

回
答
が
可
能
な
こ
と
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
お

勧
め
で
す
。

　
６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
全
国
全
て
の
事
業
所
を
対
象

に「
令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
本
経
済
の
「
い
ま
」
を
明
ら
か
に
！

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
の
実
施
！

再訪問なし

再訪問あり
（後日、調査票の回収）

インターネットで回答

紙の調査票で回答

調査の流れ

【問い合わせ】
役場企画課（℡ 35-5305）
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　県と町では、公共交通機関（鉄道・バス）を利
用して通学する高校生などの通学定期券の購入
額のうち、月額７千円を超えた額を補助します。

【問い合わせ】
町教育委員会教育総務課（℡ 35-5362）

高校生の通学費を支援します

■対象者　以下の全てに該当する人
①�町内に住所を有し、県内の高等学校などに
通学している人
②�公共交通機関（鉄道・バス）の通学定期券
を利用している人で、購入額が月額７千円
を超えている人（特急料金は除く）
③�他の制度などで通学費の全額補助を受けて
いない人
■�申請方法　所定の交付申請書に必要書類を

公共交通機関を利用する人が対象

添付して、町教育委員会教育総務課
に提出してください。申請書は、町
教育委員会教育総務課および東郷・
泊各支所に備え付けているほか、町
ホームページからも取得できます。
■受付期限　６月 30 日（水）
■�その他　補助額の算定には、購入した全ての
通学定期券の写しが必要となりますので、必
ず保管しておいてください。

町
内
の
水
道
水
は

全
て
水
質
基
準
に
適
合

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

水
道
水
。
そ
の
水
質
基
準
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
水
源
系
統
ご
と
の
給

水
栓
（
水
道
水
の
蛇
口
）
で
51
項

目
の
水
質
検
査
を
実
施
。
令
和
２

年
度
に
実
施
し
た
検
査
で
は
、
町

内
全
て
の
場
所
で
水
質
基
準
に
適

合
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
水
質
検
査
計
画
お
よ

び
前
年
度
の
水
質
検
査
結
果
は
、

役
場
建
設
水
道
課
お
よ
び
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【問い合わせ】
役場建設水道課（℡ 35-5328）

令和２年度水質検査結果（一部抜粋）

※�一般細菌の場合、水１㎖に含まれる一般細菌の個数が
100 個以下であれば、水質基準に適合しています。

検査項目 ��単位 ※ 水質基準値
年間平均値

羽合地域 泊地域 東郷地域
一般細菌 個 /㎖ 100 以下 0 0 0.03
大腸菌 個 /100 ㎖ 検出されないこと 不検出 不検出 不検出

総トリハロメタン mg/ℓ 0.1 以下 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満
残留塩素 mg/ℓ 0.1 ～ 1.0 0.24 0.23 0.24
鉄 mg/ℓ 0.3 以下 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満
硬度 mg/ℓ 300 以下 48 152 28
pH 値 （－） 5.8 ～ 8.6 7.6 7.4 6.5
有機物質 mg/ℓ 3.0 以下 0.3 未満 0.3 未満 0.3 未満

安
心
で
お
い
し
い
水
を

お
届
け
す
る
た
め
に

令
和
２
年
度
水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

▼�総トリハロメタン…水に含まれる有機物と塩素が反応してできる消毒
副生成物。発がんの可能性が高く、毒性も強い物質です。
▼�硬度…水に含まれるカルシウム、マグネシウムなどの合計量。硬度が低
すぎると淡泊でコクのない味、高すぎると渋くしつこい味になります。
▼ �pH 値…０から 14 の数値で表されます。pH７が中性で、７より小さく
なると酸性、７より大きくなるとアルカリ性が強いことを表します。

用語解説
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　町では、まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定や、事
業の実施状況を検証する「ゆりはま創生総合戦略会議」の
委員を募集します。若者世代を軸とした幅広い意見を次世
代のまちづくりに反映するため、意見をお聞かせください。

ゆりはま創生総合戦略会議委員を募集！
次世代のまちづくりのために

■募集人数　男女各１人
■任期　委嘱の日から２年
■�応募資格　次の全てに該当する人
①町内在住または在勤している人
②�令和３年４月１日現在で 18 歳以上 35 歳以下の人
※高校生は除きます。
③平日の日中に開催される会議に出席できる人
■�応募方法　
　委員に応募する理由・動機を 400 字程度にまと

め、必要事項を記載した申込書を提出してください
（FAX、メール可）。申込書は、役場みらい創造室お
よび東郷・泊各支所に備え付けています。町ホーム
ページで取得することもできます。
■応募期限　５月 14 日（金）必着
■�申し込み・問い合わせ　
　役場みらい創造室（〒 682-0723　久留 19 番地
１、℡ 35-3141、FAX�35-3697、メールアドレス：
ymirai@yurihama.jp）

■�

対
象
設
備

　

補
助
対
象
設
備
は
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
家

庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

た
だ
し
、
未
使
用
品
で
あ
り
、

日
本
産
業
規
格
や
Ｉ
Ｅ
Ｃ
（
国
際

電
気
標
準
会
議
）
な
ど
の
国
際
規

格
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
条
件

で
す
。
ま
た
、
販
売
契
約
事
業
者

と
設
置
工
事
事
業
者
が
県
内
事
業

者
で
あ
る
こ
と
も
条
件
で
す
。
な

お
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
最
大
出
力
が
10

㌗
未
満
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

■�

対
象
者

　

▽
町
内
の
自
宅
ま
た
は
こ
れ
に

附
属
す
る
車
庫
、
物
置
な
ど
に
対

象
設
備
を
設
置
す
る
人
▽
対
象
設

備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
町
内
の
建

売
住
宅
を
購
入
す
る
人
▽
町
内
の

集
合
住
宅
に
対
象
設
備
を
設
置
す

る
所
有
者
や
管
理
者

　

た
だ
し
▽
発
電
し
た
電
力
を
自

宅
で
使
用
す
る
こ
と
▽
電
力
会
社

と
電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
▽
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
―

が
条
件
で
す
。

■�

補
助
額

　

▽
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
＝
１
㌗
当
た
り
４
万
６
千
円

で
、
４
㌗
を
限
度
▽
家
庭
用
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
＝
12
万
円
を
限
度

■
注
意
事
項

　

令
和
３
年
度
の
受
付
可
能
件
数

は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
20

件
、
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

が
１
件
で
す
。
な
お
、
申
し
込
み

は
設
置
工
事
前
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
制
度
の
詳
し
い
内
容
な
ど
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
役
場
企
画

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
企
画
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

　
町
内
の
自
宅
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
家

庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
対
し
、
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
は
予
算
の
範
囲
内
で
行
い

ま
す
の
で
、希
望
す
る
人
は
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

件
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
早
め
に
お
申
し
込
み
を

家
庭
用
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
を
補
助
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町への提出書類の押印省略を推進
手続きの簡素化を図ります

　町では、書類提出手続きの簡素化と町民の皆
さんの負担軽減のため、提出を受ける書類の押
印省略を推進していきます。
■�押印省略の方針　
　原則、町が受け取る書類のうち、町の内部で処
理が完結するものについては、本人に署名（自署）
していただくことで、押印に代えることとします。
なお、現時点で押印の省略をしない書類について
も、今後、利便性向上のため、国などの動向を踏
まえて押印省略としていきます。
■�押印が省略できないもの　

　次のものは当面、押印の省略を行いません。
▼�法令などによって押印が求められている書類
（町との契約書、法令で押印が定められた手
続きなど）
▼�提出する人の実印や銀行印による押印を要す
る書類
▼�収入や支出の証拠書類、重要な事実の証明に
用いられる書類（請求書、領収書などのお金
のやり取りに関係する書類や、事実関係の証
明書など）
■問い合わせ　役場総務課（℡ 35-3111）

な
ぜ
届
け
出
が
必
要
？

　

交
通
事
故
や
他
人
の
飼
い
犬
に

か
ま
れ
た
場
合
な
ど
、
第
三
者
の

過
失
に
よ
る
け
が
な
ど
の
医
療
費

は
、
原
則
と
し
て
第
三
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
が
、
治
療
に
急

を
要
す
る
際
な
ど
は
、
国
民
健
康

保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
を
利
用

し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
被
害
者
が
病
院
で

保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
保

険
者
が
医
療
費
（
保
険
給
付
分
）

を
立
て
替
え
て
病
院
に
支
払
い
、

後
日
、
第
三
者
に
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
的

確
に
行
う
た
め
、
交
通
事
故
な
ど

の
被
害
者
は
、
保
険
者
へ
の
第
三

者
行
為
に
よ
る
被
害
の
届
け
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

こ
の
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

場
合
は
、
役
場
健
康
推
進
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

▼�

自
転
車
や
バ
イ
ク
で
の
事
故
の

場
合
も
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

▼�

被
害
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
で

も
、
過
失
割
合
や
事
故
の
状
況

に
応
じ
て
、
第
三
者
に
医
療
費

交
通
事
故
な
ど
で
病
院
を

受
診
す
る
場
合
は
連
絡
を

速
や
か
に
保
険
者
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
（
自
分
以
外
の
人
）
の
行
為
が
原
因
で
負

傷
し
、
病
院
を
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、
第
三
者
が
医
療
費
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
被
害
を

受
け
た
こ
と
を
、
被
害
者
が
保
険
者
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

を
請
求
し
ま
す
。

▼�

自
損
事
故
は
保
険
給
付
の
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
飲
酒
運
転
や

無
免
許
運
転
な
ど
の
悪
質
な
法

令
違
反
の
場
合
、
給
付
が
制
限

さ
れ
ま
す
。

▼�

被
害
者
と
第
三
者
の
間
で
示
談

が
成
立
す
る
と
、
そ
の
内
容
が

優
先
さ
れ
、
第
三
者
に
医
療
費

を
請
求
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
示
談
す
る
場
合
は
、
事

前
に
役
場
健
康
推
進
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進

課
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
）
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湯
梨
浜
文
芸

公

中

央

公

民

館
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

今
月
の
一
句
・
一
首

信

館
民

通

ロ
ビ
ー
展

【中央公民館羽合分館】
●山田至　青海展
　５月 11日火～５月 24日月
【中央公民館泊分館】
●山田行則　似顔絵展
　５月８日土～６月６日日

日�時　５月 31 日（月）10 時～ 11 時 30 分
場所　中央公民館羽合分館
講�師　宮城志佳さん（健康運動指導士）
内�容　筋トレ、ストレッチ
参加費　無料
定員　先着 12 人
申込期限　５月 27 日（木）
申�し込み・問い合わせ　
　中央公民館羽合分館

日�時　５月 17 日（月）10 時～ 11 時 30 分
場所　青少年の家
講�師　おり紙・花てまりサークル
参加費　100 円
定員　先着 10 人
申込期限　５月 13 日（木）
申�し込み・問い合わせ　
　中央公民館泊分館

　明るく豊かに生きがいのある生活を送
るため、仲間と共に学ぶ場です。ぜひご
参加ください。詳細は、折り込みチラシ
をご覧ください。
開講期間　５月～令和４年３月
対象者　60 歳以上の町民
学�習内容　全体学習（歴史講座、健康講
座など）、趣味講座
申込期限　５月 14 日（金）
申�し込み・問い合わせ　
　中央公民館および各分館

季節を折る創作おり紙教室
～梅雨の紫

あ じ さ い

陽花とカエルを折ってみよう～

健康づくり教室

令和３年度
湯梨浜文化大学受講生募集！

～お家
う ち

でできるストレッチ体操～

文化大学趣味講座「囲碁・将棋」

は
わ
い
短
歌
会

病
室
の
カ
ー
テ
ン
越
し
の
薄
明
か
り
空
に
は
凍
る
白
い
月
見
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

愛
子

留
守
宅
に
春
を
知
ら
せ
る
梅
の
花
主あ

る
じに
届
け
と
匂
い
あ
ふ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���

北
村　

正
枝

名
前
呼
ぶ
幼
ら
の
声
高
ら
か
に
春
は
そ
こ
ま
で
草
引
く
畑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
原
眞
由
美

コ
ロ
ナ
ゆ
ゑ
久
し
ぶ
り
な
る
訓
練
の
消
火
栓
よ
り
水
の
褐か

っ
し
ょ
く色　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
部　

秀
子

鵯
ひ
よ
ど
り

は
追
ひ
払
わ
れ
て
金き

ん
か
ん柑
へ
二
十
羽
動
き
黄
実
減
ら
し
ゆ
く　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
崎　

美
雪

待
ち
に
待
つ
七
段
か
ざ
り
の
お
ひ
な
さ
ま
孫
と
な
が
め
て
幸
せ
あ
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

𠮷
岡
美
保
子

昨
秋
に
植
え
し
桜
木
日ひ

を
受
け
て
褐
色
に
つ
や
め
き
し
ば
し
目
を
ひ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���

多
田　

典
子
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町���立���図���書���館（℡ 48-6012）
羽���合���図���書���室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／６日、７日、10日、17日、
24日、28日、31日

図書館
だより

中
前
さ
ん
に
自
然
公
園
関
係
功
労
者
表
彰

長
年
に
わ
た
る
活
動
が
評
価
さ
れ
る

おはなし会
1��職員による絵本の読み聞かせ
■日時　５月 15 日（土）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　羽合図書室
2�図書館ボランティアによるお
はなし会と簡単工作
■日時　５月 23 日（日）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　しおさいプラザとまり
3�職員による絵本の読み聞かせ
■日時　５月 29 日（土）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　町立図書館
※123は全て、幼児を対象と
した内容となっています。

　

町
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活

動
優
秀
団
体
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
３

月
31
日
、
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
橋
津
藩
倉
周
辺

の
環
境
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る

「
橋
津
歴
史
塾
」
と
、
ゆ
り
は
ま
暮

ら
し
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
先
と
し
て
「
関
係
人
口
」
の
拡
大

な
ど
に
貢
献
す
る
「
カ
フ
ェ
梅
や
」

の
２
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
宮
脇
正
道
町
長
か
ら
各

団
体
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

町
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
謝
状
贈
呈
式

地
域
の
活
性
化
に
多
大
な
貢
献
！ 　

中
前
雄
一
郎
さ
ん
（
田
畑
）
が
こ

の
ほ
ど
、
自
然
保
護
な
ど
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、
環
境
大
臣
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

中
前
さ
ん
は
、
長
年
「
東
郷
池
・

天
神
川
サ
ケ
の
飼
育
放
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
「
東
郷
池
メ
ダ
カ
の
会
」

と
い
っ
た
環
境
保
全
・
動
物
保
護
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

受
賞
に
つ
い
て
「
子
ど
も
や
地
域

の
人
が
、
環
境
や
自
然
と
向
き
合
う

良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

■５月の特集コーナー
【町立図書館】
睡�眠特集　しっかり休んで元気に毎日が過ごせるように睡眠に関
する本を集めました。
お�弁当特集　ピクニックや遠足などのお出掛けにピッタリなお弁
当のレシピ本を取りそろえました。

【羽合図書室】
自�然特集　５月４日のみどりの日にちなみ、自然に関連する本を
紹介します。

【しおさいプラザとまり】
お�手紙特集　５月 23 日の「恋文の日」にちなみ、お手紙の小説や
ペン字、イラストに関する本を集めました。

■図書館職員が選ぶ、今月の一冊！
『元彼の遺言状』／新川帆立
　第 19 回「このミステリーがすごい！　大
賞」受賞作です。自身が学生時代に３カ月だ
け付き合ったことがあり、突然亡くなった大
手製薬会社の御曹司が残した奇妙な遺言状を
もとに、お金に目のない敏腕女性弁護士が活
躍する姿を描いた「爽快な」ミステリーです。

■図書館サポーターを募集中！
　図書館の業務を体験してもらうことにより、図書館を身近
に感じ親しみを持っていただくことを目的に、本の配架や補
修、資料および書架の整理、お話し会など各種イベントを
サポートしていただく図書館サポーターを募集しています。
ご希望の人は町立図書館にお申し込みください。詳しくは、
各図書館窓口または町ホームページをご覧ください。

式終了後、各団体と宮脇正道町長による記念撮影

表彰状を手にする中前さん（左）と宮脇正道町長
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る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き

な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び

将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
」
と
基
本

的
人
権
の
尊
重
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
持
っ
て
い
る
人
間
と
し
て
幸
せ

に
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
、
私
た

ち
の
日
々
の
生
活
を
支
え
る
と
て
も
身

近
な
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
の
憲
法
週

間
を
機
に
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　

町
で
は
、
５
年
に
１
度
の
人
権
意
識

調
査
を
本
年
度
実
施
し
ま
す
。

　

意
識
調
査
は
、
町
内
に
お
住
ま
い
の

16
歳
以
上
の
人
か
ら
、
無
作
為
に
選
ん

だ
２
千
人
の
人
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま

す
。こ
の
意
識
調
査
の
結
果
を
参
考
に
、

湯
梨
浜
町
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る

総
合
計
画
お
よ
び
実
施
計
画
を
改
訂
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。
調
査
票
が
届
い
た

皆
さ
ん
は
、
調
査
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
は
、
昭
和

22
年
５
月
３
日
に
「
日
本
国
憲
法
」
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
含
む
５
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
が
「
憲
法
週

間
」
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
「
国
民
主
権
」「
平
和

主
義
」と
と
も
に「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」

を
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。
憲
法
第

11
条
は
「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的

人
権
の
享
有
（
生
ま
れ
な
が
ら
に
身
に

付
け
て
持
っ
て
い
る
こ
と
）
を
妨
げ
ら

れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
証
す

　
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

　
憲
法
週
間
で
す

町教育委員会生涯学習・人権推進課（℡35-5369）

～気づいてる？　相手の気持ち　自分の言葉～

人権教育シリーズvol.107

共に

生きる―

湯
梨
浜
今
昔
物
語

　

梨
の
語
源
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
。
有

名
な
の
は
「
中
白
」
由
来
説
で
、
果
肉

が
白
い
こ
と
か
ら
「
ナ
カ
シ
ロ
」
が

転て
ん
か訛
し
「
ナ
シ
」
に
な
っ
た
と
い
う
説

で
す
。

　

１
８
８
８
年
（
明
治
21
年
）
に
千
葉

県
松
戸
市
の
松
戸
覚
之
助
が
、
親
類
の

石
井
佐
平
宅
の
ゴ
ミ
捨
て
場
で
発
見
し

た
梨
の
木
を
自
家
園
で
栽
培
し
た
と
こ

ろ
、
10
年
後
に
成
熟
し
た
梨
の
実
は
品

質
・
外
観
と
も
に
優
秀
で
し
た
。
間
近

に
迫
っ
て
い
た
新
し
い
世
紀
に
期
待
を

込
め
て
、
こ
の
新
品
種
は
「
二
十
世
紀

梨
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
０
４
年
（
明
治
37
年
）
に
鳥
取

市
桂
見
の
北
脇
永
治
が
、
初
め
て
二
十

世
紀
梨
の
苗
木
を
県
内
に
導
入
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
別
所
の
伊
藤
馬
蔵
、
野
花

の
長
谷
川
秀
蔵
ら
が
町
内
に
導
入
し

て
、東
郷
梨
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

久
見
の
更
田
安
左
衛
門
が
早わ

せ

あ

か

生
赤
に
二

十
世
紀
梨
の
木
を
高
接つ

ぎ
し
た
「
百
年

樹
」
は
、
現
存
す
る
県
内
最
大
の
梨
の

木
で
す
。

　

大
正
か
ら
昭
和
ま
で
に
か
け
て
の
東

郷
梨
の
生
産
品
種
は
、
二
十
世
紀
、
長

十
郎
、
晩お

く
さ
ん
き
ち

三
吉
で
し
た
が
、
近
年
で
は

新し
ん
か
ん
せ
ん

甘
泉
や
な
つ
ひ
め
な
ど
新
し
い
品
種

が
続
々
と
登
場
し
て
お
り
、
高
品
質
な

梨
の
実
を
生
み
出
す
研
究
が
日
々
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
に
は
旧
東
郷
町
で
「
二
十

世
紀
梨
を
大
切
に
す
る
条
例
」
が
制
定

さ
れ
、
現
在
の
湯
梨
浜
町
に
も
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

町
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　

菊
留　

高
行（
は
わ
い
温
泉
）

果
物
王
国
湯
梨
浜
町
　
梨
物
語

　
人
権
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す

久留地内にある百年樹
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進め！ ～地域おこし協力隊通信～　vol.62協力隊
　現在、みらい創造室には３人の地域お
こし協力隊が所属し、地域で活動してい
ます。今回は、各協力隊の昨年度の活動
内容と本年度の活動計画を報告します。

【問い合わせ】
松崎駅前総合相談センターどれみ
（℡ 32-0801）

　

昨
年
度
は
海
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
泊

地
域
で
開
催
予
定
の
「
海
の
駅
と
ま

り
フ
ェ
ス
」
や
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

に
協
力
す
る
予
定
で
す
。

青
木
真
琴

（
令
和
元
年
６
月
着
任
）

■
令
和
２
年
度
の
活
動
実
績

　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て

２
年
目
を
迎
え

た
昨
年
度
は
、

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
り
ん

館
で
の
「
ゆ
る
り
ん
市
」、
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み
で
の
湯
梨

浜
ま
ち
ゼ
ミ
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
講
座
」

と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画

に
携
わ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
り

ま
し
た
が
、
感
染
予
防
対
策
を
行

い
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お

力
を
借
り
て
、
活
性
化
に
つ
な
が

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
９
月
か
ら
、
町

の
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め
、
Ｆ

鳥
山
弥
生

（
平
成
30
年
９
月
着
任
）

■
令
和
２
年
度
の
活
動
実
績

　

令
和
２
年
度

は
、
空
き
家
掘

り
起
こ
し
15

件
、
空
き
家
バ

ン
ク
申
請
２
件
、
紹
介
可
能
物
件

12
件
、
相
談
者
対
応
16
件
、
湯
梨

浜
ま
ち
づ
く
り
（
株
）
の
事
業
で

あ
る
サ
ブ
リ
ー
ス
の
登
録
支
援
を

２
件
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
都
市
圏
の
移
住
希

望
者
な
ど
に
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
関
係
人
口
イ
ベ
ン
ト
「
ゆ
り
は

ま
カ
レ
ッ
ジ
」
で
、
私
の
大
好
き

な
泊
の
「
浜
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
の
活
動
予
定

　

空
き
家
を
利
活
用
す
る
た
め
、

毎
月
第
３
水
曜
日
に
松
崎
駅
前
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み
で
空

き
家
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
空
き
家
を

所
有
・
管
理
し

て
い
て
利
活
用

に
お
困
り
の
人

は
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
「
ゆ
り
は
ま

フ
ェ
ロ
ー
ズ
」
で
情
報
発
信
し
ま

し
た
。
合
計
２
２
９
回
の
情
報
発

信
を
行
い
、
ゆ
り
は
ま
フ
ェ
ロ
ー

は
４
月
１
日
時
点
で
４
６
２
人
と

な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
移

住
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
し
、
協

力
隊
と
し
て
の
活
動
や
地
域
の
魅

力
を
伝
え
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
の
活
動
予
定

　
「
ゆ
り
は
ま
フ
ェ
ロ
ー
ズ
」
で

の
町
の
情
報
発
信
を
継
続
し
、
ゆ

り
は
ま
フ
ェ
ロ
ー
と
の
交
流
も
深

め
て
、
よ
り
町
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

明
石
里
美

（
令
和
元
年
８
月
着
任
）

■
令
和
２
年
度
の
活
動
実
績

　

空
き
家
の

情
報
収
集
の

た
め
、
空
き

家
所
有
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
、
回
答
の

あ
っ
た
人
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
空
き
家
の
利
活
用
へ
の
可
能

性
を
検
討
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
し
お

さ
い
プ
ラ
ザ

と
ま
り
で
開

催
さ
れ
た
お

は
な
し
会
で
読
み
聞
か
せ
に
参
加

し
た
ほ
か
、
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

ど
れ
み
で
「
味み

そ噌
作
り
体
験
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
や
住
民
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
の
活
動
予
定

　

空
き
家
の
管
理
に
困
っ
て
い
る

人
の
力
に
少
し
で
も
な
れ
る
よ

う
、
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み

で
の
空
き
家
相
談
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

　
「
ゆ
り
は
ま
フ
ェ
ロ
ー
ズ
」
の

発
信
で
は
、
動
画
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
１
人
で
も
多
く
の
人
が
湯

梨
浜
町
に
興
味
を
持
つ
よ
う
投
稿

内
容
を
工
夫
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
関
係
人
口
、
移
住
・
定
住
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

オンライン相談会

味噌作り体験
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　移動手段がないなどの理由により買い物に困
る住民への手助けとして、（一社）ＳＯＲＴＥ（ソ
ルテ）が県および町の支援を受け移動販売車「く
るる」による町民への買い物支援を、３月 29 日
に開始しました。
　同日に多世代交流センターゆるりん館前で行
われた出発式で、同社の森下里美代表理事は「以
前から町内の買い物が困難な地域への支援がで
きればと考えていました。手探りでのスタート
となりますが、この移動販売車が町民の皆さん
にとって生活の一部として定着するよう頑張っ
ていきたいです」と決意を述べられました。
　式終了後、買い物に訪れた女性は「運転免許
証を返納したため、非常に助かります。これか
らも活用していきたいです」と話されました。

食料品などの移動販売サービス
移動販売車「くるる」出発式

　今後本格的に実施される新型コロナウイルス
ワクチン「65 歳以上高齢者向け優先接種」に
向けた接種体制の確認などを目的に、町で集団
接種のデモンストレーションを行いました。
　当日は町職員のほか医師や看護師、保健師
などが参加。受け付け後の問診や検温、ワク
チン接種後の流れを確認したほか、副反応が
発生した場合の対応などを確かめました。
　町では今後、それぞれの過程で出た課題に
ついて対策などを検討していきます。

　このほど、泊小学校体育館近くに、防災機
能を強化した屋外トイレ棟とマンホールトイ
レの新設およびその周辺のバリアフリー化を
行いました。
　屋外トイレ棟には男女トイレや多機能トイレ
をはじめ、防災用備蓄倉庫を併設し、避難所で
使用する備蓄品などを保管することができます。
　泊小学校は町の指定避難所となっており、
今回の整備により、災害が発生した際に安心・
安全で快適に過ごせる避難所となることが期
待されます。

YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

万全の接種体制を整えるため
新型コロナワクチン集団接種デモ

泊地域における災害時の拠点に
泊小学校の屋外トイレ棟などが完成

食料品を積み込んだ「くるる」と森下代表理事（左）

ワクチン接種を実演する参加者たち

完成した泊小学校屋外トイレ棟
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　東京オリンピック 2020 開催に向け、ハワ
イアロハホールで４月 10 日から 15 日までの
６日間、聖火リレートーチが展示されました。
　トーチは、日本人になじみ深い桜がモチーフ
となっており、「桜ゴールド」と呼ばれる美し
い色彩を帯びていました。また素材の一部には、
復興への思いとして東日本大震災の仮設住宅の
廃材が再利用されているとのことです。

　このほど、東郷運動公園内にある複合遊具
を新調し、完成セレモニーを４月６日、同公
園内で行いました。
　この遊具は「みんなが一緒に集まれる遊び
場」を目指して整備したもので、公園のシン
ボルとなる高さ７m の「タワー遊具」や、西
日本ではあまり例を見ない、障がいなどの有
無に関わらず誰もが楽しむことのできる「イ
ンクルーシブ遊具」などを設置しています。
　式では、宮脇正道町長をはじめとする関係
者がテープカットを行い、完成を祝いました。
また式終了後には、まつざきこども園の園児
が完成した遊具で元気いっぱいに遊びました。

�桜コミュニティー施設内では、薄ピンク色の
花びらをつけた「宇宙桜（天女桜）」が３月下
旬に開花しました。
　宇宙桜は「きぼうの桜計画」の一環として、
高知県仁淀川町から苗が寄贈され、植樹しま
した。町では、この桜を鳥取県中部地震復興
の象徴とするとともに、羽衣天女伝説にちな
み「天女桜」と名付け大切に育てています。身

近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
５
）

冒険心を刺激する遊び場に！
東郷運動公園の複合遊具が完成

希望の道をつなぐ、聖火の光

未来につなぐ、天女伝説の象徴

聖火リレートーチの展示

宇宙桜（天女桜）が開花

　露地二十世紀梨の白い花が３月下旬に満開
を迎え、町内の果樹園では、汗を流しながら
交配作業を行う生産者の姿が見られました。
　今年は２月下旬から暖かい日が続いたこと
で、平年と比べ 12 日も早い交配の開始となり
ました。昨年 11 月に新規就農した山田清生さ
ん（宇谷）は「こんなに早く咲いたのは初め
てですが、一斉開花のため作業自体はしやす
いです。食べた人に喜んでもらえるようおい
しい梨を作りたいです」と家族や親戚の力を
借りながら、受粉作業を行っていました。
　ＪＡ鳥取中央東郷果実部によると、本年度
６億３千万円の販売高を目指すとのことです。

春の陽気に、咲き乱れる梨の花
露地二十世紀梨の交配作業が始まる

宮内地内の果樹園で作業を行う山田さん

完成した遊具で遊ぶ園児たち

日本の伝統と高い技術力が合わさった聖火トーチ

きれいな花を咲かせた宇宙桜（天女桜）
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ど
で
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
役
場
総
合
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
３
）　

　
精
神
の
病
気
を
患
っ
て
い
た
人
や

現
在
治
療
中
の
人
が
、
仲
間
づ
く
り

を
す
る
安
ら
ぎ
の
場
で
す
。
今
回
は

「
初
め
ま
し
て
の
会
」
で
す
。
初
め

て
参
加
を
す
る
人
は
、
事
前
に
役
場

総
合
福
祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
都
合
に
よ
り
開
催
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

日
時�　
５
月
18
日
（
火
）
10
時
～
12
時

集�

合
場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ　
役
場
総
合
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
心

身
に
障
害
が
あ
る
人
が
使
用
す
る
、

ま
た
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
人
の
た

め
に
使
用
す
る
場
合
な
ど
に
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
要
書

類
や
対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
申
請
は
、
５
月
上
旬
に
送
付
の

納
税
通
知
書
到
着
後
に
、
役
場
町
民

課
お
よ
び
東
郷
・
泊
各
支
所
で
受
け

付
け
ま
す
。
長
期
入
院
な
ど
の
理
由

で
手
続
き
が
で
き
な
い
人
は
、
事
前

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
５
月
24
日
（
月
）

問�
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

　
町
で
は
、
農
業
体
験
（
野
菜
・
花
の

栽
培
）
が
で
き
る
場
と
し
て
、
体
験
農

園
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

場
所　
泊
３
９
９
番
地
２
ほ
か

募
集
区
画　
３
区
画
程
度

　
（
１
区
画
当
た
り
１
０
０
平
方
㍍
）

※
駐
車
場
、
器
具
庫
あ
り

使
用
料　
年
額
２
０
８
０
円

　
（
１
区
画
当
た
り
）

募
集
期
限　
５
月
14
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　
役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

　
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人

の
意
思
疎
通
支
援
を
行
う
要
約
筆
記

者
を
養
成
す
る
た
め
、
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
講
習
は
、
厚
生
労
働
省

要
約
筆
記
者
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

準
じ
て
実
施
し
ま
す
。

ど
の
保
護
者
で
、
次
の
全
て
に
該

当
す
る
人

▽
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

▽�

県
内
の
高
等
学
校
な
ど
の
入
学
前

に
「
就
学
援
助
費
」
の
支
給
要
件

に
該
当
し
て
い
た
人
で
、
引
き
続

き
要
件
に
該
当
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
新
た
に
要
件
に
該
当
す
る
よ

う
に
な
っ
た
人

▽�

「
鳥
取
県
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
」

を
受
給
し
て
い
な
い
人

給
付
額　
年
額
３
万
５
千
円

申�

請
方
法　

　
所
定
の
申
請
書
を
、
町
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
、
町
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課
お
よ
び
東
郷
・
泊
各
支
所

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
期
限　
６
月
30
日
（
水
）

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
２
）

　
私
た
ち
誰
も
が
あ
る
日
突
然
、
事

件
・
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
財
産
や
生
命
を
奪
わ
れ
た

り
、
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た
り
す
る

な
ど
、
身
体
的
・
経
済
的
・
精
神
的

に
大
き
な
負
担
を
負
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
町
で
は
、
犯
罪
被
害
を
受
け
た
人

が
１
日
も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
役
場

総
合
福
祉
課
に
相
談
窓
口
を
設
置
し

ま
し
た
。
相
談
窓
口
で
は
、
各
種
相

談
先
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
必
要
な
情
報
の
提
供

や
助
言
を
行
い
ま
す
。
犯
罪
被
害
な

日�

時　
５
月
27
日
（
木
）
～
11
月
13

日
（
土
）
10
時
～
15
時

※
全
21
回
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

場�

所　
▽
西
部
会
場
＝
米
子
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
米
子
市
末

広
町
２
９
４
）
▽
東
部
会
場
＝
県

立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鳥

取
市
伏
野
１
７
２
９
番
地
５
）

内�

容　
①
実
技
②
聴
覚
障
害
者
福
祉

な
ど
に
関
す
る
講
義

対�

象
者　

高
校
生
以
上
で
、
き
こ
え

な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
福
祉

に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
人

コ�
ー
ス　
▽
手
書
き
コ
ー
ス
▽
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
受
講
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
受
講
案
内

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

torideaf.jp/

）に
記
載
し
て
い
ま
す
。

受
講
料　
３
千
円

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
。

申�

込
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
限　
５
月
21
日
（
金
）
必
着

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

西
部
聴

覚
障
が
い
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
８
３

ｰ

０
８
４
５　

米
子
市
旗
ヶ
崎
６

丁
目
１
９
番
地
４
８　
堀
田
ビ
ル

１
階
、
℡
０
８
５
９ｰ

３
０ｰ

３
６

５
９
、
FAX
０
８
５
９ｰ

３
０ｰ

３
６

６
０
）

対�

象
者　
向
学
心
の
あ
る
高
校
生
な

お
し
ら
せ 役

場
町
民
課
窓
口
延
長
日
時　
毎
週
水
曜
日　
17
時
15
分
～
19
時　
※
祝
日
を
除
く

内�

容　
証
明
書
発
行
、
町
税
・
水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

くらしの情報
information

スマホで読める

『広報ゆりはま』

右のＱＲコードを読み
取り、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード！

募

集

町
給
付
型
奨
学
金
制
度

軽
自
動
車
税
の
減
免

犯
罪
被
害
者
等
支
援
窓
口

マイナポイントの申請はお済みですか？
　マイナポイントとは「IC カード」や「○○ペイ」
といったキャッシュレス決済サービスの利用額に
応じて５千円分を上限に得られるポイントで、普
段の買い物に使うことができます。
　このほど、マイナポイント取得対象者の範囲が
「令和３年３月末までにマイナンバーカードを申請
した人」から「令和 3年４月末までにマイナンバー

カードを申請した人」に変更となりました。
　マイナポイントの取得は、申し込み後９月末ま
でに行ったチャージまたは買い物が対象です。上
記に該当する人でマイナポイントの申請がまだの
人は、早めの手続きをお願いします。
■問い合わせ　
　役場企画課（℡ 35-5305）

精
神
地
域
デ
イ
ケ
ア　
Ｓす

み

れ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
会

泊

体

験

農

園

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
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日
本
赤
十
字
社

で
は
、
災
害
に
対

す
る
救
護
活
動
や

救
急
法
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
講
習

な
ど
、
数
々
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
赤
十
字
運

動
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
く
皆
さ

ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
活
動
資
金

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
、
毎
年
５
月
を
赤
十
字

運
動
月
間
と
し
、
赤
十
字
の
理
念
や

活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
や

苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
た
め
、
赤

十
字
の
活
動
へ
の
参
加
や
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　

役
場
総
合
福
祉
課

（
℡
３
５ｰ

５
３
７
３
）

　【
認
知
症
】

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、
悩
み
事
の
相
談
や
仲

間
づ
く
り
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　

　
５
月
26
日
（
水
）
10
時
～
12
時

※
11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

問�

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

記
念
日
を
中
心
と
し
た
５
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
を
「
憲
法
週
間
」
と
し

て
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
憲
法

の
精
神
や
司
法
の
役
割
を
国
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
裁
判
所
の
制
度
や
裁
判
の

仕
組
み
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
裁
判
が
身
近
で
利
用
し
や

す
い
存
在
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
見
学
会
や
出
前
講
義
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　

　
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
２ｰ

２
１
７
１
）

日�

時　
５
月
６
日（
木
）～
31
日（
月
）

13
時
15
分
～
14
時
15
分

※
金
土
日
、
休
館
日
を
除
く

場�

所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍り

ゅ
う
ほ
う
か
く

鳳
閣

参�

加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

着
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０
０
円
で
す
。

備�

考　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
日
程

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
自
死
】

　
大
切
な
家
族
を
自
死
で
亡
く
し
た

人
が
集
い
、
安
心
し
て
語
り
合
う
こ

と
で
気
持
ち
を
分
か
ち
合
う
会
で

す
。
匿
名
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
他
の
人
の
話
を
聞
く
だ
け
の
参

加
も
可
能
で
す
。

場
所
・
日
時　

▽�
鳥
取
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ

ざ
ん
か
会
館
」（
鳥
取
市
富
安
２

丁
目
１
０
４
番
地
２
）
＝
６
月
１

日
、
10
月
５
日
、
12
月
７
日
、
令

和
４
年
２
月
１
日

▽�

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」（
米
子
市
錦
町

１
丁
目
１
３
９
番
地
３
）
＝
５
月

11
日
、
７
月
６
日
、
９
月
７
日
、

11
月
２
日
、
令
和
４
年
３
月
１
日

※
い
ず
れ
も
火
曜
日
で
14
時
か
ら
15

時
30
分
ま
で
で
す
。
ま
た
、
天
候
不

良
な
ど
に
よ
り
開
催
を
見
合
わ
せ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
１ｰ

３
０
３
１
）

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
心

の
専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
心
の
調
子
を
崩
す
こ
と
は
誰
に

で
も
あ
り
ま
す
。
不
調
の
サ
イ
ン
に

早
め
に
気
付
き
、
正
し
く
対
処
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
精
神
科
医
師
が

無
料
で
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
家

族
な
ど
の
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
各
月
相
談
日
の
３
日

前
ま
で
に
予
約
お
よ
び
面
接
が
必
要

で
す
。

相�

談
日　

５
月
12
日
、
６
月
９
日
、

７
月
14
日
、
８
月
11
日
、
９
月
８

日
、
10
月
13
日
、
11
月
10
日
、
12

月
８
日
、
令
和
４
年
１
月
12
日
、

２
月
９
日
、
３
月
９
日

※
い
ず
れ
も
水
曜
日
で
す
。

時�

間　

▽
１
部
＝
15
時
30
分
～
16
時

▽
２
部
＝
16
時
～
16
時
30
分
▽
３

部
＝
16
時
30
分
～
17
時

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
県
中
部
総
合
事
務
所
県
民
福
祉
局

　
（
℡
２
３ｰ

３
１
４
７
）

　　
ご
み
袋
や
軍
手
は
当
日
お
渡
し
し

ま
す
。
悪
天
候
の
場
合
は
、
５
月
23

日
（
日
）
に
延
期
し
ま
す
。
延
期
の

場
合
は
、
当
日
７
時
に
町
内
放
送
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時�　
５
月
16
日
（
日
）

　
８
時
～
（
１
時
間
程
度
）

※
小
雨
決
行
で
す
。

集�

合
場
所　

▽
海
岸
＝
橋
津
海
岸
、

宇
野
海
岸
、
石
脇
海
岸
▽
東
郷
池

＝
役
場
東
郷
支
所
、
東
郷
湖
羽
合

臨
海
公
園
ハ
ワ
イ
夢
広
場

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
８
）

　
裁
判
所
で
は
、
５
月
３
日
の
憲
法

赤
十
字
運
動
月
間

　「クレジットカード会社から利用した覚えのない請求があった」という相談が
消費生活センターに寄せられています。利用明細は毎月必ず確認しましょう。
クレジットカードを利用した際の伝票や注文確認メールなどは保管しておき、
日付や金額などを利用明細と突き合わせて確認しましょう。自分に覚えがなく
ても、家族がカードを利用している可能性もあるので家族にも確認してくださ
い。不正利用が疑われる場合は、早急にカード会社に連絡しましょう。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5382）
　　　　　　中部消費生活センター（倉吉交流プラザ２階／℡ 22-3000）

不正利用かも！？　利用明細は必ず確認しましょう消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

くらしの情報 information

家

族

の

つ

ど

い

心

の

健

康

相

談

春
の
海
岸
・
東
郷
池
一
斉
清
掃

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

催
し
も
の
➊

広
告
募
集
中
！

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
企
画
課

（
℡
３
５ｰ

５
３
０
５
）

５
月
31
日
は

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
。

納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

憲

法

記

念

日
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ど
を
希
望
す
る
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
当
日
の
受
け
付
け
も
可
能

で
す
が
、
な
る
べ
く
事
前
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

日�

時　
６
月
３
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
16
時

※
当
日
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

場
所　
役
場
相
談
室
２
（
別
館
１
階
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
総

合
福
祉
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
９
０
）

日�

時
・
場
所　

▽
５
月
18
日
（
火
）

　
＝
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
ま
な
す

▽
６
月
３
日
（
木
）
＝
中
央
公
民
館

※
い
ず
れ
も
13
時
か
ら
15
時
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　

公
正
証
書
作
成
に
か
か
る
遺
言
、

任
意
後
見
、
離
婚
（
養
育
費
）、
尊

厳
死
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
16
日
（
日
）
９
時
～
14
時

場
所　
倉
吉
公
証
役
場

　
（
倉
吉
市
駄
経
寺
町
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

倉
吉
公

証
役
場
（
℡
２
２ｰ

０
４
３
７
）

　
専
門
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
相
談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日�
時　
▽
火
曜
日
～
土
曜
日
＝
９
時

～
17
時
30
分
▽
月
曜
日
、
祝
日
↖

　
申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
は
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日�

時　
５
月
20
日
（
木
）

　
19
時
30
分
～
21
時

場
所　

　
は
わ
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

内
容　
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

　
女
性
の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。

日�

時
・
内
容　

▽
５
月
11
日
（
火
）

＝
ヨ
ガ
▽
25
日
（
火
）
＝
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時

場�

所　

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
料　
５
０
０
円

注�

意
事
項　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
託
児
は

行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
来
館
時
に

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
体
調
の
悪
い
人
は
参

加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
２ｰ

２
２
３
１
）

　
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
会
員

は
、
運
動
教
室
に
１
回
参
加
ご
と
に

　
19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
５
月
４
日
（
火・祝
）、
25
日
（
火
）

は
中
止
で
す
。

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

内�

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

※
龍
鳳
閣
の
会
員
は
参
加
費
３
０
０
円

と
通
常
の
会
員
使
用
料
が
必
要
で
す
。

そ�

の
他　

教
室
終
了
後
に
中
国
風
呂

へ
の
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

の
た
め
、
時
間
差
で
の
入
浴
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
混
雑

を
避
け
る
た
め
、
後
日
入
浴
で
き

る
入
浴
券
配
布
の
対
応
を
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　

ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳

閣　
（
℡
３
２ｰ

２
６
２
２
）

　【
心
配
ご
と
、
行
政
、
人
権
】

日�
時　
５
月
11
日
（
火
）
13
時
～
15
時

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

【
法
律
】
※
予
約
が
必
要
で
す
。

日�

時　
５
月
19
日
（
水
）
13
時
～
15
時

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

は
ま
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

　
経
済
的
に
お
困
り
で
就
労
支
援
が

必
要
な
人
、
転
職
や
副
業
、
増
収
な

10
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

注�

意
事
項　
参
加
者
は
マ
ス
ク
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
次
の

人
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▽
体
調
の
悪
い
人
▽
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
▽
参
加
日
か
ら
過
去
２
週

間
以
内
に
風
邪
症
状
の
あ
っ
た
人

▽
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
が
身
近
に

い
る
人

※
運
動
教
室
は
、
い
ず
れ
も
当
日
受

け
付
け
で
先
着
順
で
す
。

【
つ
み
た
て
貯ち

ょ
き
ん筋
運
動
は
わ
い
教
室
】

日�
時　
５
月
14
日
（
金
）

　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

内�

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心

と
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
健
康

講
座
「
伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
」

定
員　
15
人

参
加
費　
無
料

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
と
う
ご
う
教
室
】

日�

時　
毎
週
水
曜
日
14
時
～
15
時

※
５
月
５
日（
水・祝
）は
中
止
で
す
。

場
所　
羽
衣
会
館

内�

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心

と
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
と
ま
り
教
室
】

日�

時　
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時

場
所　
泊
体
育
館

内�

容　
リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参�

加
費　
５
０
０
円

※
５
月
６
日
（
木
）
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

【
コ
コ
カ
ラ
運
動
教
室
】

日�

時　
毎
週
火
曜
日

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉
出
張
相
談

そ
う
だ
ん

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

運

動

教

室

催
し
も
の
❷

レ

デ

ィ

ス

ポ

遺
言
・
公
証
休
日
相
談

消

費

生

活

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
10
日
月
10
時
～
離
乳
食
の
お
は
な
し
会

　
12
日
水
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
　
対
象
：
２
カ
月
～
６
カ
月
児

　
15
日
土
９
時
30
分
～
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

　
　
会
場
：
文
化
会
館

　
17
日
月
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
　
対
象
：
２
カ
月
～
１
歳
６
カ
月
児

　
19
日
水
10
時
～
プ
レ
マ
マ
広
場

　
　
対
象
：
出
産
を
控
え
た
妊
婦

　
24
日
月
９
時
30
分
～

　
　
キ
リ
ン
公
園
で
遊
ぼ
う（
現
地
集
合
）

【
す
ま
い
る
広
場（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
）】

の
翌
日
＝
８
時
30
分
～
17
時

※
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
は
電
話
相

談
の
み
に
な
り
ま
す
。

場�

所　

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
（
倉

吉
市
駄
経
寺
町
１
８
７
番
地
１
）

問�

い
合
わ
せ　
中
部
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
℡
２
２ｰ
３
０
０
０
）

くらしの情報

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

休

日

診

療

日

information

人　口����　　　　人　（－41）
おとこ����　　　　人　（－37）
おんな����　　　　人　（－�����4）
世帯数����　　　　戸　（＋35）

件　数　　����　　件��　（��3）
死　者　　����　　人��　（��1）
重傷者　　����　　人��　（��1）
軽傷者　　����　　人��　（��3）

16,695
7,997
8,698
6,397

１
０
０
１

人の動き ３月 31 日現在（前月比）

交通事故 ３月中まとめ（年間累計）

ごみの量 ３月（前年同月比）
家庭ごみ����　　　㌧��（－�������2.7)244.2

【３月のごみ分別優秀集落】
小浜、筒地、泊２、泊３、泊４、泊５、泊６、松崎四、
松崎五、旭区、野方、漆原、福永、久見、高辻、方面、
田畑、麻畑、羽衣石、三通田、佐美、浜、新川、赤池

　スプレー缶・カセットボンベは中身
を使い切り、穴を開けてから「スチー
ル缶・スプレー缶の日」に出しましょう。

■搬出方法・収集日を守りましょう

オ
ー
プ
ン
デ
ー

 

　
13
日
木
10
時
～

　
　
東
郷
運
動
公
園
で
遊
ぼ
う（
現
地
集
合
）

　
20
日
木
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
25
日
火
10
時
～
誕
生
会

【
サ
ン
サ
ン
広
場
】

　
11
日
火
９
時
30
分
～

　
　
わ
か
ば
こ
ど
も
園
で
遊
ぼ
う

　
18
日
火
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
　
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
で
遊
ぼ
う

【
休
日
診
療
】

　
８
時
～
翌
朝
８
時
（
日
・
祝
）

病
院
名
と
担
当
（
内
科
・
外
科
）

　
２
日　
信
生
（
内
）・
厚
生
（
外
）

　
３
日　
藤
井
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
４
日　
垣
田
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
５
日　
野
島
（
内
）・
温
泉
（
外
）

　
９
日　
信
生
（
内
）・
厚
生
（
外
）

　
16
日　
垣
田
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
23
日　
藤
井
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
30
日　
厚
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

【
休
日
急
患
診
療
】

内
科・小
児
科
（
中
部
休
日
急
患
診
療
所
）

　
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）

歯�

科
（
中
部
歯
科
医
師
会
口
腔
衛
生
セ

ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）

小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）

　
10
時
～
13
時
15
分
（
日
・
祝
）

声町民の
【意見】
　役場前の横断歩道の白線が消えているため、引き
直してほしい。
【回答】
　ご意見のありました、役場前の横断歩道、一時停
止線、駐車場の白線などの引き直しを行いました。今

後も庁舎の安全対策に努めていきますので、お気付き
のことがありましたら、お気軽にお声掛けください。
■あなたの声をお寄せください！
　役場および東郷・泊各支所、ハワイアロハホール、
図書館、中央公民館および各分館に「町民の声」募
集箱を設置しています。町政へのご意見・ご要望を
お寄せください。寄せられた意見などへの対応は、
町ホームページでご覧いただけます。
■問い合わせ　役場総務課（℡ 35-3111）

35 広報ゆりはま
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ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま

R2.5.1 生まれ（水下）
（優司さん・明菜さん）

村中��葵
あおい

ちゃん
１歳のお誕生日おめでとう　これ
からもたくさんの笑顔を見せてね

R2.5.4 生まれ（東田後）
（圭祐さん・麻美さん）

岡村��岳
がく

ちゃん
１歳おめでとう

たくさん食べて大きくなってね

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ

H29.5.17 生まれ（長瀬中部）
（昭彦さん・悠子さん）

永島��汐
せ り

莉ちゃん
４歳おめでとう　天真爛漫でみんなを
元気にしてくれてありがとう　大好き

H30.5.16 生まれ（光吉）
（竜一さん・彩花さん）

中島��琉
りゅうしん

心ちゃん
元気で活発な琉心　３歳おめでとう　沢
山遊んで、これからも皆を笑顔にしてね

５
H30.5.23 生まれ（久留東）

（大輔さん・真由美さん）

生田��春
は る き

輝ちゃん
祝３歳　いっぱいおしゃべりして歌って踊っ
て遊んで皆を笑顔にしてくれてありがとう

　住所・氏名・生年月日・保護者
氏名・電話番号・35 字程度のコメ
ントを添えて、メールにて役場企
画課にお申し込みください。掲
載後には、Ａ４版の拡大写真を
プレゼントします。
※申し込み後５日以内に担当者
からの受領報告がない場合は、
役場企画課へご確認ください。
※Ａ４版の拡大写真は、画像が
粗くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの
写真を募集

【６月生まれの締め切り】
　５月６日木（先着順）

ポテトピザ
♪

★

R2.5.2 生まれ（東田後）
（将樹さん・佳菜子さん）

林��晴
は る き

稀ちゃん
１歳おめでとう　笑顔がかわいいはるくん、
これからもすくすくと元気に大きくなってね

Y
urih
am
a

広
報
ゆ
り
は
ま

2021

５

く
ち
ぶ
え

　

本
号
で
「
広
報
ゆ
り
は

ま
」
創
刊
２
０
０
号
。
巻
頭
に

ち
ょ
っ
と
し
た
特
集
記
事
を
作

り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
３
人
は
今

も
地
元
に
住
み
、
地
域
の
発
展

の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。お
話
し
を
聞
く
際
に
、

昔
と
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
仲

良
く
談
笑
す
る
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
合
作
で

あ
る
「
広
報
ゆ
り
は
ま
」
を
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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■材料（４人分）
ジャガイモ…200g、小麦粉…
60g、お好みの具…適量、ケ
チャップ…小さじ１、とろける
チーズ…40g
■作り方
①�ジャガイモは皮をむいて水からゆで、熱いうちに
つぶし、小麦粉を加えてよく混ぜる。
②具として野菜を使う場合は、スライスしておく。
③①を４等分し、丸く１cmの厚さに平らに形作る。
④�③にケチャップを薄く塗り、お好みの具とチーズ
をのせ、オーブントースターでチーズが溶けてこ
んがりするまで焼く。
■ワンポイントメモ
　ジャガイモの主成分はでんぷんで、ビタミン Cや
B1 も豊富です。特にビタミン Cは、でんぷんに包ま
れていることから加熱調理しても失われにくいのが
特徴です。今回のピザは、パン生地の代わりにジャ
ガイモを使用します。朝食やおやつにもお勧めです。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

！

♪

♪
★

★

オオキンケイギクの駆除にご協力を！
　オオキンケイギクは、毎年５月から７月ご
ろにかけて、道端や河原などでよく見かける
鮮やかな黄色の花です。非常に強い生命力を
持ち、日本固有の野草の生息地を奪うため、
生態系に重大な影響を及ぼす恐れがある植物
として「特定外来生物」に指定されており、
栽培や販売などが法律で禁止されています。

　ご自宅の庭や畑に生えている場合は、根から引き抜き、
種子が飛ばないようビニール袋に入れた上で、可燃ごみと
して処分をお願いします。
問�い合わせ　県中部総合事務所環境建築局（℡ 23-3276）、

役場企画課（℡ 35-5304）

　SDGs とは「Sustainable�Development�Goals（持続
可能な開発目標）」の略で「エス・ディー・ジーズ」
と読みます。2015 年９月に国連サミットで採択され
た世界共通の目標です。SDGsは「誰１人取り残さない」
という理念の下、17 の目標があり、世界で協力しな
がら 2030 年までにこの目標の達成を目指すこととし
ています。
　町では、本年度からスタートする第４次総合計画の
柱として SDGs を掲げ、町全体で取り組むこととしま
した。幸せな世界を創るために、私たちの身近にでき
ることはたくさんあります。SDGs について知り、「今」
と「未来」を支えて変えていくために、私たちに何が
できるか一緒に考えてみましょう。
■問い合わせ　役場企画課（℡ 35-5304）

みんなで取り組む��SDGs Vol.1

！

！

野菜を手軽においしく食べよう
let's eat vegetables!


